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◎開議の宣告

〇立沢稔夫議長 これより本日の会議を開きます。

〔午前１０時００分 開議〕

◎一般質問

〇立沢稔夫議長 日程第１、一般質問を昨日に引き続き行います。

順次発言を許します。

◇ 大 野 貞 夫 議 員

〇立沢稔夫議長 ８番、大野貞夫議員。

〔８番 大野貞夫議員登壇〕

〇８番 大野貞夫議員 皆さん、おはようございます。きょうは、一般質問２日目ということで、私

、 、 。８番 大野貞夫でございますが きょうはトップバッターということで質問をさせていただきます

私もできるだけわかりやすく質問するように努力をしていきたいと思います。執行部の皆さんにも

明快に、町民にできるだけわかりやすく答弁をいただければと思います。

ところで、去る３月11日、数百年に１度という大変大きな未曾有の大震災、そしてそれに続く想

像を絶する大津波、さらにそのことが引き金になりまして発生した原発問題、これまさに地元の皆

さんにとっては三重苦、こういうことが言えると思います。被災後３カ月もたったわけですが、こ

の３カ月以上たった今日でも、毎日テレビやラジオ、マスコミもこのことを取り上げない日はない

というのが、今日の実情ではないかと思います。今、日本列島の福島原発からはるかに離れた地域

からも、放射能による汚染が報道されるようになってきました。あれだけ安心、安全と言われた、

いわゆる原発の安全神話がものの見事に崩れ去って、はるかかなたのヨーロッパでは、ドイツやイ

、 。 、タリアが原発からの脱却を表明すると こういうような情勢になっております それにしましても

現地で被災をされた多くの人たちが、今なお塗炭の苦しみにあえいでいる、このことを思いますと

本当に心が痛むわけでございます。私たち日本人も、これから心してこのことについてもかからな

ければならない、こういう時代に入ってきたのかなという気がいたします。

さて、本日私の質問は、さきの３月議会に引き続きまして、邑楽町の障害者、特に子供たち、こ

の子供たちが抱えている現状、それに対する町の課題についてということで、検証しながら町長の

考えをお聞きしたいと思います。よろしくお願いします。

私３月の議会にもお話をいたしましたわけですが、いわゆる障害者福祉、障害者の自立支援法、

これは2005年ですか、平成17年に障害者の自立支援法というのが成立をしたわけですが、私からす

ればこれは社会保障の削減、これがねらいだったのではないかと、いわゆる当時言われた小泉構造
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改革、これに基づいてつくられた法律だというふうに私は理解をしております。ですから、これが

つくられた段階から国民の中では、いわゆる障害者を中心としたその家族とか、非常に反対がござ

いました。今でも余り評判がよくありません。そこで、今の民主党政権もこれを早速、今度は総合

自立支援法、こういうものに変えようとしております。いわゆる障害者には身体、それから精神、

それから知的、こういう分野があるわけですが、この垣根を取っ払ってしまおうと、これを一緒に

するというような考え方だというふうに聞いております。邑楽町では1995年といいますから、もう

随分たつわけですが、平成７年の３月に邑楽町の障害者福祉計画、これが策定されました。もちろ

ん数値目標を持ってこれは策定されたわけです。こういう中で今日の、では今の邑楽町の実態はど

うなのかという点からお話に入っていきたいと思います。

小学校、中学校、これの現状はどうなのかということになるわけですが、いわゆる障害者の問題

というのは、学校においては一つは３つに分けられるということになると思います。私は、所管の

関係で課長さん初めいろいろ資料をつくっていただきまして、その資料をもとにいろいろ質問して

いるわけなのですが、特別支援学級、いわゆる特支学級です。それから、２つ目が特別の支援学校

。 、 。 、というのがあります それから 通級指導教室というのがございます 今少子高齢化ということで

子供の数が非常に少なくなってきております。それにもかかわらず、障害を持った子供たち、これ

が非常にふえていると、こういう現象が今の日本の社会の中にも生まれております。普通子供が少

なくなれば、障害を抱えている子供たちも数が少なくなるのが普通ではないかと思うのですが、逆

なのです。これはどうしてなのか、いろいろ原因はあろうかと思いますが、まだ明確にこれといっ

たものは出ておりません。ちなみに、邑楽町の小学校ではどういう状態になっているかといいます

と、いわゆる特支学級と言われているクラスが８クラスございます。中野小学校で１、そして特支

学級にいる子供の数が６人、それから高島小で２クラス３人、長柄小で２クラス７人、中野東小で

１クラス３人、中学校いきますと邑楽中１クラス４人、邑楽南中で１クラス３人、合計で８クラス

で26人、こういうことになっております。

それからもう一つは、このほかにクラスの中で学びたくても学べない、いわゆる重度障害者とい

うのがおるわけです。これは、先ほど言いました特別支援学校といって、いわゆる邑楽町の町内の

学校ではなくて、例えば言いますと肢体不自由児施設両毛整肢療護園というのですか、こういうと

ころとか、あるいはこれ桐生市なのですが、あさひ養護学校、もちろんこれほかにも足利市にもご

ざいますし、太田市にもございます。これは高校まであるわけなのですが、こういうところにも行

っている子供の数が、今邑楽町でいきますと群馬県立聾学校というところに１名、それから今言っ

たあさひ養護学校に小学校の１年、４年、中学１年、３年、合計６名、館林市立養護学校に４名、

それから群馬県立赤城養護学校小児医療センター、こういうところに１名、計12名の方が行ってお

るわけでございます。

町長、少子化と言われている中で、こういう障害を持っている子供たちが非常に多くなっている
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ということを私申し上げました。こういう現象を町長としてどんなふうに感じておられますか、ま

ずそれをお聞きしたいと思います。

〇立沢稔夫議長 金子町長。

〔金子正一町長登壇〕

〇金子正一町長 少子化の中での障害児の方が多くなっているということについては、これは大変憂

いるところでもありますし、その多くなっている原因が、さまざまな要因ということがあるのだろ

うと思いますが、いずれにいたしましてもそういった状況があるということについては、これは真

摯に受けとめていかなければいけませんし、加えてそのような支援体制をいかに考えていくかとい

うことが求められるのではないか、このように思っております。

〇立沢稔夫議長 大野貞夫議員。

〇８番 大野貞夫議員 今私この特別支援学級、特別支援学校を申し上げました。

もう一つが、通級指導教室というのがございます。これはどういうことをいうかというと、一口

で言うと言語障害、なかなか思ったことを自分で言いあらわせないというのですか、言語障害の通

級指導教室というのがございます。通称ことばの教室と言われているものであります。これが邑楽

町では、中野小学校でやっているのです。何名行っているかというと、通級在籍児が50名、非常に

多くの子供たちがここに行っております。この通級指導教室というのは、いわゆる通常学級といい

ますふだんの教室の授業なのですが、通常学級で学びながら、部分的に通級する制度という、ちょ

っとこれ私の調べたときにこういう文句で書いてあったものですから、どういうことかなと思った

のですが、いわゆるふだんの授業を受けながら、授業を抜けていくわけです、途中で。授業を抜け

て、そして中野小学校のそこのクラスに行くと。ですから、例えば高島小学校、それから中野東小

学校、長柄小学校にいた場合に、自分の学校にはその教室がないわけですから中野の小学校に行く

という点では、自分の学校にあるのかないのかによって、その本人にとっての負担条件というのは

大きく異なってまいります。普通であれば、各学校に本当はあればいいと思います。なぜこういう

ふうになっているのかなというので、いろいろ調べました。そうすると、これはやはり大きな欠陥

。 、 。 、があります それは 国のいわゆる教育条件というのが制度的に保障されていないのです それは

いわゆる普通の一般の学校のあれでいけば、一クラス何名、教員がそこに何名とかという制度がち

ゃんとできているわけですけれども、この通級指導教室というのはそれがないのです。これは、非

常にこれだけ人数が多くなってきている中で、こういうものが制度化されていない、これは一地方

自治体だけの問題どころではなくて、やっぱり国、県、こういうところにかかわってくる問題だと

思います。いわゆる学級編制や教員配置の基準がない、こういうことが一つ原因で、ですからでき

るだけお金をかけないで効率的にやろうとすると、経済的な面からすればこういうことにも当然な

ってくるわけです。ですから、こういうことが一つあります。

もう一つは、障害者の幅が非常に広がっていると、いわゆる障害にはいろいろあります。この種
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類が、ただ一口に障害と言ってもいろいろあるわけですが、このあれが知的障害とか肢体不自由、

それから身体虚弱、弱視、難聴、それから自閉症、それから情緒障害、こういう幅が非常に広くな

っております。こういう中で、ではそこを担任する教師、これはどうなっているかというと、これ

が非常にまたネックになっています。いわゆる担任の確保の問題です。これは、こういう障害者の

数が多くなってくるという中で、１つは専門性を持つ教師の確保が非常に困難になっているという

ことです。

ちなみに、邑楽町ではどうなっているかというと、８クラスあります。26人を抱えている中で、

いわゆる専門的な免許を持っている教師はたったの２人です。高島小学校で１人、それから長柄小

学校で１人と、２人しかいないのです。では、あとどうしているかというと一般の、これは多分そ

うだと思います。多くの自治体でもそうなのでしょうが、学校に配置をされた教員の中から、次の

年に特別支援学級を担任する先生を選任している、こういう状態ではないかと思います。その経験

もなく、またこれを希望するという教師も非常に少ないわけです。こういう中で、場合によっては

臨時採用の教員をお願いするという比率も大分ふえているという話を聞くわけですが、こういう点

で、いわゆるこれを担保する、保障するための受け皿が非常に薄弱になっているという点が１つあ

ると思います。その免許を持っていない人は、特別支援教育コーディネーターという名前で配置を

されているらしいです。ですから、ここに配置をされている先生も、大変な思いで実はやっておら

れるのではないかと思います。こういう現状を、実は町長、邑楽町はこういうところに問題が出て

くるのですけれども、教育長は不在だと。教育長は不在ということで、そういうことをやはりスト

レートに持っていける場が非常に狭まっているのではないかと思います。だから今、昨日も教育長

の不在の問題がいろいろ出ました。こういうところにも、やっぱり影響が出ている、こういうこと

が私は言えるのではないかと思います。

この体制がこういう状態だということについて、これを改善していく、そういう方向に私は考え

ていかなくてはいけないのではないかと。確かに通級は、今言ったように中野小学校しかないと、

しかし50名もいるということは、一クラスだけでやっていくと、現実には授業を抜けていくわけで

す。そうすると、１人の子供に対する時間、仮に１時間かけてやったとすれば１週間で終わらない

ですね、50人もいるのですから。そうすると、中には２週間に１回とか、こういう子供たちも現実

にいるわけです。こういうことを解消していくためには、そこに担保するだけの人員の配置、こう

いうことも当然考えていかなくてはならないのではないかと思うのですが、その辺はいかがでしょ

うか。

〇立沢稔夫議長 金子町長。

〔金子正一町長登壇〕

〇金子正一町長 教育については、いろんな状況があっても等しく教育を受けるという権利はそれぞ

れに保障されているわけでありますので、議員がご指摘のように障害があるからということで、そ
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、 。のことが阻害されるということについては これは大変憂慮すべきだというふうに思っております

そこで、障害児者の障害の特性といいますか、具体的に議員申されました知的障害児の方、ある

いは情緒不安定、ダウン症の方等々いろいろあるわけでありますが、しかしその障害の程度に応じ

て等しく教育を受けるということは、大変大切なことだというふうに認識をいたしております。

そこで、先ほど具体的に町内における各学校の通学をしている方々、小中合わせて26人という方

がおられるというようなご指摘です。それぞれの学校で、その資格を持っている方は少ない状況で

、 、 、はありますけれども マンツーマン方式 あるいは個別方式に基づいて指導しているということは

私は保障されているのではないかというふうに思っております。特にそれらを指導する先生方が不

足している中で、特別支援コーディネーターということでもあります。そういったことを十分考慮

しての学校を経営される校長先生の配置がされているというふうに思っておりますので、私は先ほ

ど教育長が不在ということについては、これも関係があるかもしれません。これについては昨日も

お答えいたしましたが、早い段階で教育長の選任をお願いしたいと、そういう考えでいるというこ

とを申し上げましたので、ぜひご理解をいただきたいと思うわけですが、さて、そのような状況の

中で小中学校、そしてこの４月からは館林市に県立館林高等特別支援学校が開校されました。町内

からも通学をされている方がおられますけれども、先日も私も理解が不足していたものですから、

この校長先生と教頭先生にいろいろお伺いをした経緯はあります。したがって、教育を等しく受け

る中で、社会生活が、そして自立をした生活ができるような環境ということは、まず学校から始ま

ってくるのではないかと思います。

それから、ことばの教室の関係でありますが、50名の方が通級をされております。この指導教室

も中野小学校ということでありますが、１つには指導する先生の配置の問題も当然考えられるわけ

でありますが、学校の学業時間が終わった後に、それぞれ中野小学校に通級していただいて、こと

ばの教室、言語障害の解消に向けて担当する先生が努力をしていただいているということでもあり

ますので、ぜひご理解をいただきたいと思います。繰り返しになりますが、そういった指導体制が

不十分である、教育制度が十分整っていないというようなお話もありましたが、私も郡、あるいは

県のほうにもそのようなご意見があるということもお伝えした中で、一日も早い充実を求めるもの

でございます。

申しわけありません。先ほどの答弁の中で、特別支援教育の支援員でありますが、町のほうも町

独自の予算をとった中で指導助手を増員していると、23年度においては。そのような経過もありま

すので、補足をさせていただきます。

〇立沢稔夫議長 大野貞夫議員。

〇８番 大野貞夫議員 現状は、障害者の問題というのは非常に重い問題です。厄介な問題です。お

金もかかります。だから、例えば老人介護とか、こういうことについては民間にお任せする場合に

も、このことで経営していく希望者というのは割と多いわけですが、障害者の問題というのは余り
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受け手がないのです。これは、今言ったように悪い言葉で言えば余りうまみがないとか、それから

大変だと、そういう分野なのです。しかし、ここに関係している障害者のご本人はもとより、その

お父さん、お母さん、家族、これはすごい我々には想像もつかないような悩みや苦しみ、こういう

ものを抱えながら毎日の生活を送っているというのが現状です。

私は、前回にも町長に申し上げましたが、これは例えばいわゆる民間で、邑楽町でいくとなのは

な園というところがございます。それから、今度風の子保育園の中にこういった施設を今つくろう

ということで、現在申請中というようなことも聞きましたが、小学校の低学年から高学年まで、こ

の子供たちは既に面倒見ているというようなことを、実は昨日園長にも行き会って、その実態をお

伺いしてきたところでありますけれども、非常に大変だと。実情を聞きますと、なかなかこれはも

う本当に当人、その家族だけの問題ではないと、最終的には公の機関として、こういうことにはや

っぱり対処していかなくてはならない問題、いわゆる障害者福祉の基盤整備。これは、いわゆるそ

、 、こに住民の命と暮らしを守るという本来の自治体の役割からすれば この責任をやっぱり問われる

こういう課題ではないかと思うのです。これは、今後もますますこういった子供たちや障害者がふ

えていく中で、ここを避けて通れない、こういう問題でもあると思います。

やっぱり今の日本の社会というのは、特にこういう、いわゆる今言ったような障害者に対しての

理解は、非常に私は乏しいと思います。非常に冷たい。そういう行政が、国を初めとして非常に不

十分な点が本当に多いと思います。私は、まだまだ不十分で勉強不足ですけれども、わずかなこの

期間にこういうことを調べていく中で、果たしてこれで、すぐにきょうのあすというわけにいかな

いにしても、今から系統的にこういう問題は取り組んでいかないと、一長一短にすっと行くような

問題ではないわけですから、そこに腰を据えて、邑楽町としても今後の障害者の教育について本腰

を入れてやっぱり考えていかなければならない、こういう問題だというふうに思うわけですが、そ

の辺のところの町長の考え方をもう一度お聞かせいただければと思います。

〇立沢稔夫議長 金子町長。

〔金子正一町長登壇〕

〇金子正一町長 障害児者への支援ということについて、具体的に議員のほうからＮＰＯ法人の例も

出されました。なのはな園ですね。それから、風の子保育園で予定している子供デイサービスの計

、 、画も示されましたけれども 私は公の機関で対処すべきということは十分できるわけでありますが

、 、実は町のほうでも 先ほど議員から示されました邑楽町における障害者の福祉計画がございますが

その計画策定の趣旨、ねらいということをまとめて、基本理念として掲げているところでは、その

基本理念を「ともに支え合う町づくり」の実現を目指して、サービスの確保と提供、基盤の整備、

障害者の就業支援の強化などに関する計画的な取り組みについて明らかにするということが基本理

念として掲げられております。その一つの中に、基盤の整備ということがただいまご質問ありまし

たが、私は公の機関でもそのようなことは当然考えていかなければならない部分もあろうかと思い
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ますが、先ほど民間の例も出されましたが、ともに障害者に対する、障害児に対する理解を深めて

いく中で、ともに進んでいくということも選択肢の一つではないかなと、こんなふうに思っており

ます。

以前に比較してというと大変失礼なことになるかもしれませんが、障害者の皆さんへの、障害児

への皆さんへの思いということは、多くの町民の方も理解を示しておられますし、ともに支え合う

ということについての共通理解、まだまだ不十分でありますが、行政としても力を入れて進んでい

かなければならないことだというふうに思っておりますので、その理解についても、私は以前より

もと申し上げたのは、相当理解を示していただいているのではないか、より以上努めていかなけれ

ばならないわけでありますが、そのような考え方で今後進めていきたいと、こんなふうに思ってお

ります。

〇立沢稔夫議長 大野貞夫議員。

〇８番 大野貞夫議員 今町長の言われた、町としてもそういう一つの目的、基盤整備ということで

、 、 、やっていくのだと そういう方針を持っているということは 確かにこの邑楽町の第五次総合計画

この後期基本計画の中にも障害者福祉の問題についてはそれらがるる記されておることは、私も見

て承知をしております。

ただ、こういう基本理念というのは、これはどなたでも書けるわけです。しかし、それを実際に

どう運営して、そこに予算をつけて、実践をしていくかということになった場合、それはただの理

念とかなんとかというだけではなくて、そこに実際に弱者の立場でおられる人たちからすれば、例

えば前回私町長にも申し上げました。私たちの、今は違いますけれども、当時所属をしていた厚生

・環境常任委員会でなのはな園を視察いたしました。そのときに施設が、旧南保育園の老朽化をし

ているところを使っているわけですから、非常に見て設備も大変だったと、私は具体的にあのとき

にトイレの問題とか、保育園のトイレですから子供用の小さい、低い、それから水道もそうです。

水道もすごく低いところにあります。そういうところを、これは場所を町として提供していること

、 、は私も評価するところですけれども そこを実際に使われているなのはな園の子供たちからすれば

小学生の低学年から上は17歳、18歳ですか、中学生、高校生もおられる。そうすると、障害者と言

えどもそこの男女共用のトイレを立派な青年、女性が一つのところを使っているという点は、どう

考えてもそこのところは、やっぱり何かやってあげないとしようがないのではないかなという思い

で帰ってきたわけです。床なんかも、もうぼこぼこしているわけですから。ですから、私はあのと

きに町長にも言いました。１度行って見てくださいと、あの場所行って。見に行ったのかもわから

ない、それはその後行ったのかもわからないです。だけれども、１回見に行ってくださいというこ

とを私は言いました。ああいう実情が、あのときに私は発言をして、その後私も何回かなのはな園

にも行っているのですけれども、一向に直っていないのです。そのままなのです。あのときにも向

こうの責任者から言われたのですけれども、去年のこの暑さの中で、子供が暑さのために鼻血も出
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したりするというような話も聞いたわけで、そのときに邑楽町では小中学校の校舎、それから幼稚

園ですか、各教室にエアコンを入れるという話も、伺ったときに、こういうところにもやはりエア

コンの設置なんかも本当はやってほしいというようなことも申し上げました。その後、それはどう

いうふうになったのかまだ伺っておりませんけれども、そういう中で、実際に福祉ということを口

にしますけれども、こういう実態を見ると、実際には行動に移されていないわけです。もし理由が

あるのであれば、それを言っていただきたいと思うのですが、このこと一つとっても、私はやはり

、 、 、 、理念や何かの言葉だけではなくて 実際にそれがどう行動に移ったか 移されたか できなければ

こういう理由でできなかったのだと、あとどのくらい待つとか、そういう具体的な話をしていただ

ければ、そこを利用している子供たち、あるいはお父さん、お母さんも、それだったらもう少し待

とうかとかと、やっぱり納得がいくと思うのです。そういう点がちょっと一方通行なのです。その

辺、町長としては。

〇立沢稔夫議長 金子町長。

〔金子正一町長登壇〕

〇金子正一町長 基本的な考え方をもとにしての実践に向けて、それがなされていないではないかと

いうようなご指摘でありますけれども、具体的になのはな園の施設の問題が提起をされました。私

も、この施設には就任以来数度お邪魔して、園長先生、代表者の方ですね、それから保護者の方と

もいろいろ意見を交換させていただいた経緯もあります。

当初私が就任をする前は、南保育園の施設は解体をするというような考えがあったようです。し

かし、私は使えるものであれば使うことが得策だということで、実は就任をさせていただいて、今

なのはな園ともう一つ、鞍掛の児童の厚生施設で利用していただいているわけでありますが、何せ

建築が、たしか昭和40年ごろだったと思います。ちょっと記憶ですので、間違っていたら失礼をい

たしますが、もう大変長い期間経過をしているわけでもありますので、そういうことを考えますと

大変老朽化をして、そして障害者の方々が利用するのには、保育園ということでの建築になってお

りますので、使い勝手が悪いということは十分承知をしております。それをその後３月以降、整備

については特に手をかけていないと思います。しかし、先ほどのエアコンの整備については、これ

は担当する職員のほうで、たしか中古のエアコンだったと思いますが、その整備をさせていただい

たと思いますので、後ほど確認をしたいと思いますが、そのように記憶をしております。

随時そういう形で整備といいますか、補足をしておりますが、いかんせん大変この使用目的が違

うこととあわせて老朽化ということがありますので、担当のほうからは、その契約も１年の契約と

いうことになっておりまして、できれば危険ということも加味して使用を禁止したいと、停止した

いというような話もありますが、しかし危険性のない範囲で利用していただくということで現在使

っていただいておりますので、大変使い勝手が悪い部分については申しわけなく思っているわけで

すけれども、その修理、修繕がなかなか進まないという一つの理由は、これはそのような考え方か



- 82 -

ら進んでいないということがありますので、責任者の方には、その部分については理解をしていた

だいておると思いますが、しかし利用している保護者の方から見れば、議員が指摘されますような

状況も十分私も理解をしておりますので、今後どのような形でということの具体的なことは申し上

げられませんが、支援をするということについては、そのとおりでもありますので、十分研究をさ

せていただきたいと思います。

〇立沢稔夫議長 大野貞夫議員。

〇８番 大野貞夫議員 町長、歯切れが悪い。理由にならないよ、それは。もう古いしあれだと、も

し古くて必要でないとなれば、そこのところをどうしたらいいかと行政として考えなくてはならな

いと思います。その後は後で、確かにわかりますよ、危険なのだから。もし何かあった場合には大

。 、 、 、変だということがわかるだけに だけれども 前回の私の話の中でも言いましたように １年契約

１年ごとの契約。あそこにいる人たちは、自分たちがもしここを出されたらどうしようかと、行く

場がないということで悩んでいるわけですから。だとすれば、一応町として契約を結んでやった以

上、そこを立ち退いてもらうためには、その後のフォローを考えていかなくてはならない、これが

私は行政としてのやらなければならないことではないかと思います。

一つは、民間に委託をしているという点は、本来公的にやらなくてはいけないと私は思っている

のですが、やっぱりそれもいろんな理由があるのはわかりますから、経済的な財政事情もあるでし

ょう、後で私財政的な問題ちょっと触れますけれども。ただ、それだからといって、そこを使って

いる人たちをほっぽり出すわけにはいかないわけですから。だからあれですよ、１年契約をやって

いる中で、前回の町長の答弁は非常に喜んでいましたよ、使えるだけ使っていただきたいという答

弁をいただきましたから。その人たちは、非常にひとまず安心を今しております。ただ、今私が言

ったのは、トイレの問題にしても水道の問題にしても床の問題にしても、これは早急にやらなけれ

ばならない問題だと思うのです。ただ古いからとか、今先ほど言ったことで、それで納得しろとい

っても、なかなかそれはちょっと私なんかはわからないです。それは答弁ではないと思います。で

すから、そういうことをやっぱり考えていく、当然それはお金はかかるのです。お金かかります。

そこをやりくりしてもらう以外にないと思うのです。例えば私は、今何か言えばお金がないから、

予算がないからという話になるわけです、これは。確かにお金かかりますから。ところが、これは

いろんな考え方があると思います。私は財調という考え方、財政調整基金、いわゆるこれ町の貯金

なわけですけれども、07年に11億8,000万円財調がありました。翌年の08年には13億2,000万円にな

りました。そして、今年度はまだ正式な数字は出ていないらしいですけれども、関係している職員

からお話を聞きましたところ、多分ことしは15億8,000万円ぐらいになるのではないかなと、それ

は正式な数字で私もらっていませんから、話の中ですから。でも、担当しているところの職員の話

によると、そういう話を実は数日前にお伺いいたしました。15億8,000万円、だんだんお金ふえて

いるのです。貯金がふえているのです。その貯金をふやすということは、どの家庭でもそうですけ
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れども、必要最小限の、やっぱりある程度何かあった場合には必要だというお金は、これは必要だ

と思います。しかし、やるべきことをやらなければお金はたまりますから。だから、やるべきこと

は、どうしてもその優先順位があります、優先順位が。だけれども、一番今ここにこうやって困っ

ている人がいる場合は、やはりそこに先に手を延ばして光を当ててやる、これが先ほども言いまし

たように一番弱い立場に光を当てる、この行政を行うことが本当に福祉ということを言える資格の

ある町になると思います。だから、そこのところを今ただ言葉だけのあれではなくて、実際に行動

に移す、これが必要ですし、もしそのプロセスの中ですぐできなければできないなりの、これこれ

こういう理由で今はできませんけれども、ではあと何カ月後、何年後かにはこういう青写真が描け

ますとか、そういうような展望のある話をやっぱり町長にはしてもらいたいのです、私は。

話はいろいろあれですけれども、いわゆる今まで私は小中高生、こういう話をしてきました。実

はこれからが一番肝心の話になってくるのです。なぜかといえば、そういう小中高生は何らかの形

でこういう学級なり学校なり、そういう施設があって何とか、それも自分の好きなところに行ける

とかではなくて、受け皿が非常に限られた中ですから、大変な思いをして探していくのですが、そ

の後です。今法律が変わって、例えばなのはな園というようないわゆる施設では、前は18歳までだ

ったのです 措置が ところが 今度は20歳までということになりました しかし 現実にでは20歳、 。 、 。 、

まで置けますよと言ったって、その施設のなのはな園自体がそういう受け入れ態勢になっていない

というわけです。というのは、今までは各学校に行っているわけでしょう、放課後来るでしょう、

放課後の居場所がなのはな園なわけです。だけれども、今度はその学校に行っていない子供は朝か

ら行く場所がないわけですから、その朝から行く、そういうような体制がその施設でとられている

かというと、そうではないわけです。だから、一番保護者の方が心配しているのは、いわゆるそう

いった小中高の後の問題、子供たちの居場所、そういう居場所がはっきり言ってないのです。これ

は、非常に深刻な問題です。ここをどうするかというところが、実は自治体の一番頭を痛めるとこ

ろでもありますし、また考えなくてはならないところだと思います。

前にもお話の中で、邑楽町でいくと今の福祉センターのところに作業所があります。ああいう場

所が、あそこも非常に限られた定数の中で、何人も受け入れるというふうにはなっておりません。

そういう子供たちも、さっき言ったようにいろいろ障害の幅がありまして、そういうところで働け

る子供もいれば、はっきり言って本当に手だけちょっと動かすぐらいのことしかできない子供もい

れば、いろいろあります。しかし、この町に生まれて、この場所で生涯を終えたい、こういう人間

としての基本的な尊厳といいますか、そういうことをやはり考えていくのが本当の福祉のあるべき

姿ではないかなというふうに思います。

町長、今町長の中のスタッフというか、職員の中にも、私は聞いて、ああ、すばらしい考え方を

持っているなという人もいるのです。例えば邑楽町でいくと、今邑楽町で所有している保有地があ

りますね、いろんなところにあります。そういう場所をやはり確保して、そしてそういう福祉施設
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の、いわゆる複合施設というのですか、そういうものを何か大きなところに１カ所に集めて機能的

な使い勝手のよい、そういう施設を本当はできればいいのだけれどもねという人の話も、私は実は

間接的ながら伺っております。それには、相当な費用もかかります。しかし、国のいろいろな補助

金とか、そういう制度も大いに使っていただいて、そしてそういうものが一つ邑楽町にできれば、

これはすばらしい福祉の町として大いに近隣にも誇れる町になっていくのではないかなという気が

私はするわけですけれども、町長からすれば夢のような話かもしれませんけれども、そういった考

え方に対して、町長はどのようにお考えになっておられますか、お聞かせください。

〇立沢稔夫議長 金子町長。

〔金子正一町長登壇〕

〇金子正一町長 私の答弁が歯切れが悪いということのご指摘ですが、ご容赦いただきたいと思いま

すが、先ほど研究をさせていただくという一つには、実は先ほども少子化の時代を迎えているとい

うことを考え合わせたときに、将来的には学校等の空き教室等も出てくるのではないかということ

を考え合わせた場合に、既に中野小学校のところに旧役場庁舎の北側でありますが、低学年棟もあ

るわけでありますが、具体的に言ってどうかということもありますが、実現ができればということ

をなかなか申し上げられませんが、そういった施設を利用するのも一つの考え方ではないかという

ことで研究をさせていただくということで申し上げたわけでございますので、ぜひご理解をいただ

きたいと思います。

さて、18歳から20歳ということの要件が制度上変わってきました。その場合に、高等学校を卒業

した、いわゆる18歳から20歳までの方々をどう対応するかということでありますが、議員がご指摘

をされましたように、非常に朝から一日をどこで過ごすかということがあるわけでありますが、幸

いにして町においては地域活動支援センターということで、作業所ということのお話がありました

が、そこでも対応いたしておりますし、近隣でもそういった形での作業を行っているところもある

わけですので、そういった状況が一日も早くできればと、そんなふうに思っております。

先ほど県立館林高等特別支援学校のお話もさせていただきましたが、学校では２つの授業科があ

、 、 、るということで １つは普通科 そして１つはサービス総合科ということがあるようでありますが

そのサービス総合科においては障害児者の持っている特性に応じての作業ですとか、あるいは実際

の仕事を想定した実習等も行っているというような状況もありますので、そういった面を考慮した

中で、一日も早く自立をした生活が営めるような考え方が、私は議員がおっしゃるとおりに必要だ

と思っておりますので、そのような考え方で仕事も進めていきたいと思います。ただ、夢だろうと

いうこともありましたが、一日も早くそういった施設が、皆さんの協力をいただかねばなりません

が、理解をいただく中で実現に向けて努力をしていきたいと、このように思っております。

〇立沢稔夫議長 大野貞夫議員。

〇８番 大野貞夫議員 私は、この問題はこれからも引き続いて取り上げていきたいと思っておりま
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す。今置かれている障害者の本人、もちろん家族も含めて、こういった切実な声を真摯に受けとめ

、 、 、 、て ぜひ実現をするために まず隗より一歩ではありませんが 一歩足を踏み出していただきたい

このことをひとつお願いをしておきたいと思います。

最後に、この問題についてのあれは、この障害者の問題については各施設とも町内の人だけでは

ありません。館林市、あるいは近隣の千代田町とか明和町とかというところからもお子さんがおり

ます。私は、これも前回申し上げましたけれども、邑楽町だけの問題で抱えるのではなくて、そこ

の近郷近在で本来やるべきところのことを邑楽町に頼っているわけですから、そこのところはそこ

にも責任を持ってもらう、こういう立場から、やはりいろんな機会を通じて、特別にそういう機会

持ってもいいと思います。例えば具体的に言いますと、桐生市とか遠くの養護学校があります。そ

ういうところなんかの送迎とか、そういうのを場合によっては父兄がみずからそれをやっていると

かという話も聞くのです。そうだとするならば、やっぱりそういう近隣の人の知恵を絞って、例え

ばそこの専用の送迎用のバスを１台買うとか、何かそういうことだってお互いの出費をお互い分割

して出し合うようにすれば、一つの自分の町だけで負担するわけではないわけですから、そういう

ことなんかも含めて、そのほかにもそういう話し合いをぜひ邑楽町から発信をしていただいて、ど

んどん話を進めていく必要があると思います。ですから、それをぜひ積極的に進めていくように要

望しておきます。

。 、一応時間がもう25分しかありません 非常にこの問題についてもまだまだ不十分な討論というか

主張になってしまいましたけれども、引き続いてこれはまたやるということで、次の質問に移りた

いと思います。

次は、通告に載っていますのが、行政区の統廃合についてということで私は質問の通告をしてお

きました。この行政区、この役割というのをまずちょっと考えてみたいと思いますが、これは町執

行部にとっても非常に重要な問題です。町の行政、いわゆる執行していく中で、行政区の果たす役

割というのは非常に大きなものがあると思います。そこには、区長を初めとして各役員の並々なら

ぬご協力と努力があってこそ、これが成り立っていると。日本の社会というのは、言うなればほか

の国とはちょっと違うのではないかと思うのですが、よく向こう三軒両隣という言葉があります、

日本には。それから、遠くの親戚より近くの他人とかという言葉もあります。こういういわゆる人

間同士の結びつきというのですか、そういうものが果たす役割というのは、これは非常に長い歴史

の中で培われたものでありまして、そこには当然精神的な支柱として日本人の宗教観というのです

か、そういうものもあると思います。仏教とか、日本人というのは儒教の影響というのがかなり強

い国ですから、そういうものも当然あろうかと思います。

先ほど来話をしましたけれども、今東北の大震災で置かれているあの悲惨な状況、これに対して

国、政府が遅々として、もう被災者の人たちからすれば一体何をやっているのだと、そういう思い

を物すごく持っているわけですけれども、ほかの国が今びっくりしているのは、日本はあれだけの
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大きな被災を受けた人たちが、普通だったらとっくに暴動を起こしているのではないかと、だけれ

ども日本人というのは、そういう点よく我慢をして、それで復興に向けて頑張っている姿を見てび

っくりしているらしいです。国やあれがそういう中でも、一番多いときは30万人からのボランティ

アの人たちが行って、いろんなことやっていたわけです。今も相当な数のボランティアの人が行っ

ていると思いますけれども、そういう中でやられている日本人気質というのですか、これは外国の

人もびっくりしているという話を過日テレビか何かでちょっと聞いたのですけれども、見たのです

けれども、そういう点からしても、やはり行政区、今邑楽町は34の行政区があります。私は、何で

この問題を取り上げたかというと、一つには今役員のなり手が非常にいないのです。いわゆる区長

です、まず。実は、私の谷中蛭沼11区でも区長の不在ができまして、それで過日の３月、役場のほ

うには何月何日までに決めてくださいよ、決まった人出してくださいよということがあるものです

から、その日にちに向けて私も地元の議員ということで選考委員になっていまして、連日役員探し

をするのに大変な苦労をしました。幸いにも区長を受けてくれる方がおりまして、今は非常にその

区長を中心にして役員の皆さんが頑張っておられます。そういう中で、では谷中蛭沼11区だけかな

と思ったら、そうではないのです。もうあっちこっちでなかなか決まらなくてという話を聞きまし

た。そして、過去には何カ月間か、名前は出しませんけれども、区長が不在だったという話も伺っ

ております。それから代理区長が、期限を決めて１人の方が３カ月区長の役割をやって、その次は

次の方がやるとかという話も聞いております。そういった中で、役員のなり手がいないということ

が、これは34区ある中で相当な数あるのではないかなという気が私はしております。

それから、いわゆる各町のイベントがあります。町民体育祭、あるいは邑楽町のお祭り、おうら

祭り、そのほかにもいろいろ各種ありますが、こういうところに参加をする場合に、例えば運動会

で言えば選手がなかなか見つからないとか、そういう問題も、私がはるか昔に体協の役員をやって

いたときも、比較的私なんかのところは大きな区です。それでもなおかつなかなか見つからなかっ

た経験があるのですが、小さいところなんかは物すごく大変です。だから、運動会を見に行くと、

リレーなんかでもその学年の子供がいないと、もうはるかちっちゃい子を出して、それで前のほう

にちょっとハンディをつけて走らせるというのは日常茶飯事ですよね、今の運動会見ていますと。

そういう問題。あるいはおうら祭り、何にしても、運動会にしてもかかるお金は同じです、どこの

小さいところであろうと大きなところであろうと。そういう点での、やっぱりお金の問題。それか

ら、世帯数のアンバランス、大きいところは1,050世帯近くございます。少ないところは50あるか

ないか、こういうアンバランスがあります。それから、これは各区の裁量によるのですが、私が言

うべきことではないかと思いますが、区費、その区で集めている区費、これを資料として出してい

ただきまして見ましたら、実にこれ平均でいきますと4,675円、単純平均です、これは。一番高い

ところでは、ある区では１万円です。一番安いところで2,000円、いろいろずらずらと出ておりま

す。一番大体多い額が4,000円という額です。ちなみに、私たちの谷中蛭沼11区は前期、後期合わ



- 87 -

せて2,000円ずつですから4,000円で、ちょうどこの中間かな、そんなふうに思うわけですが、そう

いう区費のアンバランスも出てきております。

それから、こういう非常に大きなところと小さいところが混在しているわけですから、いろんな

面についての、行政面での運営の効率化から考えてみてどうなのかなというような面もあろうかと

思います。私は、この行政区の統廃合ということは、非常にこれは言うはやすし行うはがたしで、

いざやろうとなると大変な問題を抱えてくると思います。例えば統廃合といっても、私は今あると

ころの区を分割してどこかへくっつけようとか、こういうことは今の時点では無理だと思います。

私の住んでいるところですから言いますけれども、谷中蛭沼というところで11区は構成されてお

ります。ところが、篠塚という駅の東武線の南側に何戸か、わずか数戸なのですが、そこに点在を

しているご家庭は、実は谷中蛭沼ではなくて住谷崎、石打１番地というのですが、住谷崎に属して

おります。こういうところが、やっぱり邑楽町を探せば相当あるのではないかという気がいたしま

す。こういうところを、では簡単だからこっちへくっつけて、蛭沼から田んぼ一つ越えて谷中だか

ら、住谷崎も少ないし谷中も少ない、あそこを一つにすれば適正な規模になるのではないかと、以

、 、 。前は私もそういうこと考えたことありますが いざやろうとすると これはなかなか難しいのです

その一つには、ただ単に人数合わせでやるというのができない、これは人間の感情というか、そこ

に生まれ育って何十年もいて、人間とのおつき合いというのはそういうことでなっていますから、

それをぱさっと切ってするようなわけにはいかない。その背景には、一つは神事、いわゆる神様、

何々神社とかいろいろあります。こういうものが非常にかかわってきます。そうすると、簡単にそ

ういうわけにいかない。ですから、これはこれからの問題として、今あるところの区長会の皆さん

ともいろいろ議論を重ねていく中で、行政区の皆さんたちの意見を最大限尊重しながら、しかした

だ単に行政区、いわゆる区長会に投げるのではなくて、町としても一定の考え方というのを私は持

つ必要があるのではないかというふうに思うわけですが、この点について町長の見解を伺いたいと

思います。

〇立沢稔夫議長 金子町長。

〔金子正一町長登壇〕

〇金子正一町長 行政区の将来的な再編ということのお尋ねですが、議員のほうからもありましたよ

うに、邑楽町34の行政区から成っておりまして、その行政区の世帯数、それぞれでありまして、多

くは1,040戸、少なくは54戸というような大きな世帯数の開きもあるわけでありますが、そういう

ことを考えたときに、役所として各行政区の役員を中心としてお世話になっている部分というのは

大きなものがありまして、その役割というのは大変お骨折りをいただいておりますし、行政事務を

執行する上では大変ありがたく思っているところでもございます。したがいまして、今後も各行政

区の区長を中心とした皆さん方にご協力をいただいて、行政事務を実行していかなければならない

ということは、これからもお願いをしたいと思うわけでもあります。
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そこで、いろんな問題があるということのご指摘でもあります。それぞれの問題の解決に向けて

は、今後それぞれの各行政区の実情等もあるわけですので、そういった課題を協議していただく中

で、早いうちの再編ということが必要かと思いますが、しかし議員からも提案がありましたけれど

も、やはりこの再編をしていくということについては、まさに地域の事情、地域の実情ということ

を十分出していただいて、それを理解していただくということでありませんと、なかなか前へ進ま

ない、まさに地域の実情を最大限にくみ取った中での再編ということが将来的には求められてくる

のかなと。

そこで、その問題を行政としても、町としても行政区の区長にお願いするだけでなくて、考えて

いただくだけでなくて、町としても当然真剣に取り組むべきではないかということでありますが、

過去にもこの問題については問題が提起された状況もあります。毎月定例の区長会等もあるわけで

ありますので、このようなご意見、ご質問があったというようなことも私のほうからお話をさせて

いただいて、まずはそこから進んでいくのかなと、そんなふうに思っておりますので、定例会の席

上の中で、その平準化した組織再編が可能かどうかということも含めて、十分協議をしていただく

という場を区長のほうにもお願いをしたいと思います。

〇立沢稔夫議長 大野貞夫議員。

〇８番 大野貞夫議員 この統廃合については、今町長も言われたとおり、大変難しい問題も含まれ

ているわけですので、今言われたような形で区長会のほうにも問題を投げかけていただいて、ぜひ

区長会の考え方としてどうなのかというようなことを聞いていただいて、その結果をぜひ議会にも

反映をさせていただきたい、そのように思います。

時間もまだ８分ですが、この問題については今後の推移を見ながら、また改めて問題を取り上げ

ていきたいというふうに考えております。私の質問はこれで終了させていただきます。

どうもありがとうございました。

〇立沢稔夫議長 暫時休憩をいたします。

〔午前１１時２３分 休憩〕

〇立沢稔夫議長 休憩前に引き続き一般質問を行います。

〔午前１１時３５分 再開〕

◇ 坂 井 孝 次 議 員

〇立沢稔夫議長 ７番、坂井孝次議員。

〔７番 坂井孝次議員登壇〕

〇７番 坂井孝次議員 ７番、坂井孝次です。通告に従いまして、一般質問をさせていただきます。

きょうは、こうして議会で質問させていただく機会をいただきましたが、私は初めてのとき皆さ
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んの前で話をするときには、いつも一つのお願いをしております。と言いますのは、私は新潟県の

三条市で生まれまして、あちらのほうの方言なのですけれども 「い」と「え」の区別には自信が、

ありません。例えば減塩、原因、それからイチゴ、越後、気をつけていかないとなかなか話がうま

、 、 、くいかないのですけれども こればかり気をつけていると話がうまくできませんので 済みません

皆さん、文脈の中で、話の中でこれはおかしいと思われたら、ひとつ「い」と「え」が間違ったな

というような形でご理解をいただきたいと思います。

私は、邑楽町に住みまして四十数年になります。余り町に住みまして不自由を感じてきませんで

した。それは、町の皆さんが住民に対して手厚い対応をしていただいたのだというふうに私は考え

ております。同じように考えている人も、何人かはおられると思います。しかし、現在は経済環境

の悪化などから、邑楽町近郊の市町村では、協業、協働という形で取り組もうという方針で、講演

会とか研究会をやっております。協業とか協働というのは何かといいますと、町だけではもうやれ

ないよと、皆さんと一緒にやりまりょうということで考えればいいと思いますが、そういう形が進

んでおります。

そんな中で、私は邑楽町の将来像が「やさしさと活気の調和したまちおうら」という言葉に代表

されていることを知りました。私は、この長期ビジョン、または長期計画に関する情報公開につい

て質問させていただきたいと思います。ただ、私が情報公開というその情報というのは、一般的に

使われております情報公開条例、これとは内容を異にします。簡単に言えば、邑楽町が長期にわた

ってこれから事業を行う場合に、どういうふうな情報を出すかということで、単なるお知らせとい

うふうに考えてもらったほうがわかりやすいと思いますが、そういう観点で私は質問させていただ

きますので、どうぞよろしくお願いいたします。

それでは、最初に企画課長に質問いたします。町の長期ビジョンや長期構想についてどのような

情報公開が行われておりますか、よろしくお願いします。

〇立沢稔夫議長 小倉企画課長。

〔小倉章利企画課長登壇〕

〇小倉章利企画課長 お答え申し上げます。

ご指摘の長期ビジョンでございますが、ことし３月に策定いたしました邑楽町第五次総合計画の

後期基本計画が上げられます。これは、町の行政運営に係る総合的、基本的、長期的な計画です。

この後期基本計画では、町づくりは住民、地域、行政による対話と協働の町づくりを推進していく

ことから、広く町民の皆さんに知っていただきたいというふうに思っております。現在後期基本計

画の公開につきましては、町ホームページに全文を掲載しまして、役場、３公民館、図書館等で閲

覧できるように手配しているところでございます。

以上です。

〇立沢稔夫議長 坂井孝次議員。
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〇７番 坂井孝次議員 それでは、この資料が閲覧できるということなのですが、閲覧状況というよ

うなものは把握されておりますでしょうか。

〇立沢稔夫議長 小倉企画課長。

〔小倉章利企画課長登壇〕

〇小倉章利企画課長 お答え申し上げます。

町のホームページ、図書館等の閲覧件数につきましては、そのシステム上カウントができないと

いうことで、どれだけの方に見ていただいたかは把握しておりません。

以上です。

〇立沢稔夫議長 坂井孝次議員。

〇７番 坂井孝次議員 把握はできないということなのですけれども、多くの人にこういう長期計画

というのを見る機会は与えられているのですけれども、やっぱりなかなかこれでは見る人がいない

というふうに思います。そうすると、言葉で代表されるように「やさしさと活気の調和したまちお

うら」を意識されていても、なかなか目標には近づかないような気がしますが、どのように思われ

ますか。

〇立沢稔夫議長 小倉企画課長。

〔小倉章利企画課長登壇〕

〇小倉章利企画課長 お答え申し上げます。

私たち職員の日々の仕事が、後期基本計画の実践となるわけでございます。計画の中でうたって

おります協働の町づくりといった視点で見た場合には、町民の皆さんに知っていただくという部分

は重要な意味があるというふうに思います。宣伝ということで考えますと、不足しているように思

います。宣伝ということの中で、今後いろいろ検討していきたいというふうに思っています。よろ

しくお願いします。

〇立沢稔夫議長 坂井孝次議員。

〇７番 坂井孝次議員 私この資料を見せてもらいましたけれども、総合的な観点からまとめられて

おりますので、非常にたくさんのものが書いてあります。そうしますと、一般的に第五次総合計画

後期基本計画ということで基本計画なのですが、ここに上がっているものは５年以内に全部やられ

るのだというふうな誤解も生じるような気がします。できるだけこういう町の大きな事業、そうい

うものについては、５カ年計画のこれが目玉だというものをやっぱり出したほうが、もっと町の人

たちは、ああ、なるほど、それができるのか、それだったらいいな、それだったらあの町へ行って

みようという形になってくるのではないかと思います。今だんだん人口減の傾向にありますけれど

も、やはり町はそういう形でたくさんの情報を持っているわけですから、全部何も出すことはない

と思います。一つでもいいから、いいものをこれとこれが目玉ですと、こういう形で出したほうが

いいと思いますけれども、その辺を考えていただければ助かります。ひとつこれは参考までです。
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提案という形で、ぜひそういう形で全部を網羅するのではなくて、１つ、２つを目玉にして出して

いただければと思います。

では、次の質問に移ります。また企画課長にお願いします。長期ビジョン、情報公開に関する規

制、そういうものは何かありますか。それから、あるとすればどんな項目がありますか。

〇立沢稔夫議長 小倉企画課長。

〔小倉章利企画課長登壇〕

〇小倉章利企画課長 お答えいたします。

総合計画の策定につきましては、特定の事業につきまして公開を差し控えるといった取り決めは

全くございません。しかし、基本計画としての性格上、具体的な実施量や実施時期については記載

していないのが実態でございます。

以上です。

〇立沢稔夫議長 坂井孝次議員。

、 、〇７番 坂井孝次議員 今基本計画として 性格上その情報開示はしていないということなのですが

私は具体的な実施量と、それとか実施時期というものが記載されていないのはなぜかということを

疑問に感じます。その辺はどうなのでしょうか、よろしくお願いいたします。

〇立沢稔夫議長 小倉企画課長。

〔小倉章利企画課長登壇〕

〇小倉章利企画課長 お答え申し上げます。

後期基本計画につきましては、すべての計画について包み隠さず掲載しているというところでご

ざいますが、しかし町の行政運営に係る総合的、基本的、長期的な計画としての位置づけがありま

す。また、経済環境や社会の変化、さらには国、県の状況の変化等もございます。そのため、具体

的な実施量や実施時期については記載されないようになってございます。

以上でございます。

〇立沢稔夫議長 坂井孝次議員。

〇７番 坂井孝次議員 言葉じりをとるようで申しわけありませんが、包み隠さず出しているという

ことなのですが、私は計画というようなものは、やはりいつまでに達成するというのがないと、こ

れは計画ではないと思っている人間ですから、そういう点でないというのは、何か規制があるのか

なというふうに考えて質問をしました。

私は、いつもそう思うのですけれども、何を、いつまでに、どれくらいというのは、計画には絶

対必要だと思います。そうしないと、いつまでにがなかったら、いつまでもできないということに

なりますから、これは単なる思いつきというふうに取られても仕方ありません。そういうことで、

、 、できることならばたくさんの情報を開示していただいて そういうことがどんどんわかってくれば

ああ、なるほどということが言えると思います。例えば国道354号線、このバイパス工事、かなり
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以前からやられておりました。これは見ていると、いつごろ開通するのかなという感じがわかりま

すが、いつだろうなと、なかなかそれはわからないと、そういうことでは町の人たちは、ほとんど

そういう考えを持たれていると思います。ですから、ぜひそういういつまでにというものをつけて

いただきたい。そうすることによって、今度はこういうふうにやりますよと言っておいて結果が出

たときに、何月までにできる、できないというのがはっきりしているわけですから、この事業は失

敗だとか成功だとか、町の人たちが判断できます。そうすることがやっぱり必要ではないでしょう

か。広く考えれば、これは業務監査ということにつながると思います。計画立案をする立場の人に

、 、 、は 非常にリスクが生まれると思いますけれども 町が元気になるために策定されたものであれば

余りリスクを恐れずに、どんどんこういう形の情報を提供してもらいたいと思います。リスクを負

ってやれば、町の人たちも期待と信頼がどんどん町に寄ってくると思います。こういうテーマが出

たら、私もそういうふうに考えると、ぜひその事業に意見を聞いてもらいたいというふうに、町民

のほうから進んでこちらへ来ると思います。それが調和につながると思いますが、どう考えられま

すか。

〇立沢稔夫議長 小倉企画課長。

〔小倉章利企画課長登壇〕

〇小倉章利企画課長 お答え申し上げます。

町民の皆さんの知りたい情報をお知らせするということは、行政にとって非常に重要なことだと

いうふうに思います。ただ、総合計画の中でそれを網羅できるかどうかという部分では、その性格

上非常に難しい部分もございます。総合計画を離れた形の中も含めて、ご指摘の情報について行政

の中の事業内容によっては大きな違いがございますが、今後業務の進行管理やそういったことを含

めながら研究や検討をしていきたいと思いますが、よろしくご理解賜りたいと思います。

〇立沢稔夫議長 坂井孝次議員。

〇７番 坂井孝次議員 検討するという回答をいただきましたけれども、国会等の答弁を聞いている

と、検討するというのはしないということにも私は今まで理解してきましたので、やらないのだと

思っているわけではありませんが、町のことですので、ぜひそういう考えで進行していただきたい

と思います。

それから、私は可能な限りそういう情報を出して、ああ、邑楽町にはこんな夢のある事業がある

のだということを率先して出していただきたいと、そういうふうに思います。そうすることによっ

て、町の言葉にあるように活性化が生まれてくるというふうに思います。そういうことで、近いう

ちに協働の名のもとで行政と民間の町づくりが始まることを私は楽しみにしていますから、ひとつ

よろしくお願いをしたいと思います。

、 。 、 。 、 、では 次の質問に移ります 次からは 町長に質問いたします 情報公開について これですね

この情報公開、これだけで結構ですから。それについて、自己評価されると何点くらいになります
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か。

〇立沢稔夫議長 金子町長。

〔金子正一町長登壇〕

〇金子正一町長 この10カ年計画の後期５カ年についての作成についての自己評価ということでお尋

ねですが、邑楽町、過去第五次まで実施してまいりました。その中身をいろいろその計画に基づい

て実施をしてきたということを考え、特に今回の第五次総合計画の後期５カ年計画については、町

民の皆さんのいろいろなご意見を伺い、そして座談会、こども議会等を通してのご意見等を十分考

、 、 、えた上での そしてまた前期計画を踏襲 積み残した部分についての事業ということを考えますと

私は点数ということですから、あえて甘い点数かもしれませんが、85点から90点というふうに思っ

てよろしいのではないか。その理由は、そういった経緯を踏まえて職員が策定委員という形で真剣

に取り組んできたということの考え方でありまして、そういう点では、私は職員一丸となってこの

計画を町民の皆さんのためのサービス提供のために実施していくということの考え方から、そのよ

うな点数をつけさせていただきました。

なお、不足する点については私の指導不足とあわせて、それらについての責任の問題もあると思

いますが、そういう観点から85点あるいは90点というようなことをあえてつけさせていただきまし

た。

〇立沢稔夫議長 坂井孝次議員。

〇７番 坂井孝次議員 ありがとうございました。私は、今聞いた中で満点にいかないのは、私の責

任だというふうにも聞きまして、実は安心しているのですけれども、立場が高くなりますと、そう

いう責任追及も非常に厳しくなってくると思います。ともすれば、自分の正当性を主張する余り、

議会とか庁舎とか、いろいろの件でぎくしゃくするのがあると思いますけれども、町長にはあえて

自分がその問題の中に飛び込んで、みずから飛び込んで問題を解決するというような形をぜひやっ

ていただきたいと思います。残念なことに、時々私は邑楽町はどうなっているのだということを聞

きます。うまくいかないのは、１つには、町長とは言いません、トップの責任があると思います。

そういう形で、ぜひそういう考えの中で、自分から、みずから問題の中に入って解決するという心

構えで取り組んでいただければと思います。

それから、次の質問に移ります。長期ビジョンについては私も先ほど言いましたけれども、いつ

までと時期を明確にすべきと考えておりますけれども、その辺のお考えはいかがでしょうか。

〇立沢稔夫議長 金子町長。

〔金子正一町長登壇〕

〇金子正一町長 第五次の総合計画についての長期ビジョンは、平成18年から最終年を平成27年の

10カ年ということで計画をしております。ことしが、平成23年が後期５カ年に入るわけでもありま

して、そういう点では長期ビジョンについての目標設定があるわけでありますけれども、その「や
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さしさと活気の調和したまちおうら」の実現に向けて、この計画の策定されたものを基本に実施を

していく、事業計画を進めていくと、こんなふうに思っています。

〇立沢稔夫議長 坂井孝次議員。

〇７番 坂井孝次議員 これは、時期を言うのはなかなか難しいという形でしょうかね。でも、ここ

ではそういう形でも、回答で私は受け取りますけれども、こういう計画というものは、何回も言い

ますけれども、やっぱり完成するという日にちが決まっていなければ、本当にだれが、いつ、何を

。 、 。 、やるのだというのがわからないと思います それは 民間ではそういうことは通りません だから

そういう点を、これは行政の難しさはそこにあると思いますけれども、やはりここではそういう民

間の考え方も入れて、長期目標というものであっても、日程ちゃんと入れる、いつまでどんなもの

になるかというようなことを、どうか情報開示をしていただきたいと思います。ひとつよろしくお

願いします。

次の質問になりますけれども、町民の多くは町の将来に関心を寄せていると思います。そのため

には、基本的な目標、進行状況、これは難しいのかもしれませんけれども、一目でわかるような資

料作成が必要だと思いますけれども、その辺はいかがでしょうか。町の人たちに知っていただく上

で、一目でわかるようなものを検討していただきたいということなのですが、よろしくお願いしま

す。どんなお考えでしょう。

〇立沢稔夫議長 金子町長。

〔金子正一町長登壇〕

〇金子正一町長 この振興計画については、５カ年計画の中で、その事業実施を３年という形での見

直しをして、いわゆるローリングという言い方なのですが、見直しをし、実施をするということに

なっております。しかし、そのことが多く町民の方にわかりづらいという面もあるかと思います。

その進行状況を一目で町民の皆さんに理解をいただくというようなお尋ねでありますが、そのよう

な状況がつくり出していけるような環境も、今お伺いしてつくっていかなくてはならないのかなと

いうふうに感じました。

町には、先ほどの障害者の福祉計画、あるいは都市計画ではマスタープラン、町営住宅等を設置

する場合にはその基本計画等々、それぞれあるわけでありますが、そういった状況が今ご質問の中

にありますように、一目でこの事業についてはこうだというようなことがわかるような状況につい

ては、今後研究を重ねていきたいと思います。

〇立沢稔夫議長 坂井孝次議員。

〇７番 坂井孝次議員 私は、基本的な目標、それから進行状況がわかるということによって何が期

待できるかということです。そうすると、たくさんの人がその事業に対し興味を持ってくれると思

います。そうすると、町の人たちはこれはどうなっているの、これはどうなのですかという問題、

それからアイデア、たくさんあると思います。
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こういう問題は、町づくりという観点からしたら、少数人数でやったっていいものはできないと

思います。できないというのは言い過ぎですけれども、できるのでしょうが、もっといいのができ

るということは、たくさんの人たちに集まっていただいて、こういう事業を計画しています、こう

いうことをやります、そういうことを提案した上で、皆さんの意見を寄せてくださいと、皆さんと

、 。 、一緒にやりましょうというステージを出せば 町は本当に元気になると思います たくさんの人が

そういう形で事業に参加したいと思っていると思います、私は。だから、そういう点からいくと、

どうかこの辺のところは、そうそう難しいことではないと思うのです。だから、町が脚光を浴びる

とか浴びないとかではなくて、こういういい言葉があるわけですから 「やさしさと活力の調和し。

たまち」ということで、私はその言葉が、非常にこれはいいキャッチフレーズだと、でも一般的に

キャッチフレーズがいいのは、そのうちどんどん忘れられていってしまうのです。だから、せっか

くつくったものですから、３月につくられたばかりだということを聞きましたので、ホットなうち

にそういう対応を矢継ぎ早にどんどんやっていただければいいと思います。それが、行政を担当す

る人たちが提案し、またそういう環境をつくっていく、町の人たちには参加してもらってありがと

うと、みんなでこの事業に対してよかったねということで満足できるような、やっぱり仕組みが要

ると思うのです。それがやはりこの執行部の皆さんでしょうし、議員の皆さんもそうだと思います

し、町民の皆さんもぜひそうやってほしいというふうに願っていると思います。どうかそういう観

点で、このキャッチフレーズを大事にして、新しくつくったばかりの、つくられたばかりの総合計

画にもう少し心を入れて、ぜひみんなが、ああ、なるほど、この町はすばらしいな、いいなという

、 、 、ことでみんなが集まってくるような町にしたい してもらいたい しましょうというふうな感じで

私は提案を含めてそういう形にさせていただきたいと思っています。

それから最後に、町長に質問します。今大体のことを町長にご回答いただきました。ご回答いた

だいたということは、やりますよということにつながるわけですけれども、ところで秋には町長選

挙があります。そうすると、今までの回答は次期町政も担当されるというふうに考えてよろしいの

でしょうか、ご意見をお聞かせいただきたいと思います。

〇立沢稔夫議長 金子町長。

〔金子正一町長登壇〕

〇金子正一町長 次期町政の担当についてのお尋ねでございます。

先ほどもこの総合10カ年計画、そして後期５カ年計画の完成に向けて、その目標が「やさしさと

活気の調和したまちおうら」ということになっております。私は、町民の皆さんのご理解をいただ

き、引き続き町政を担当させていただきたいと思います。

そして、邑楽町の第五次総合計画の目標である「やさしさと活気の調和したまちおうら」の実現

を推進し、安心、安全に生活できる温かい町づくりを目指すことが私の使命であると思っておりま

す。その重責を十分自分のものとして進めていきたい、推進していく覚悟でございます。
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〇立沢稔夫議長 坂井孝次議員。

〇７番 坂井孝次議員 これからも町政を担当されるという心構えをいただきましたけれども、それ

にはいろいろな方々が提案され、回答されていました中に、町長も任期が余りないと、その中には

やはり一生懸命に頑張っていただかないと、心が通じないと思います。どうか今の意気込みを、そ

の短い期間の中でも、みんなでやるという心構えで、ぜひ取り組んでいただきたいと思います。私

は、町が元気になるのも、やはり町長、トップがそういう考えを一貫して持って取り組まなければ

いけないと思います。

私は、生意気なことを言うようですけれども、問題点を理解するときに、町という単位ですると

なかなかわかりが悪いです。理解しにくい面がたくさんあります。では、小さい自分の家だという

ことになったときに、町長はおやじ、奥さんもおられます。子供もおられます。そういうことに対

して、うちはこうやってきたのだけれどもと言われても、近所であの家はおかしいと言われたらだ

れの責任かというと、やっぱりおやじの責任です。だから、そういう形で、今度は少子化とかとい

う問題が出てきますけれども、少子化というのは、町、そんなの別に問題なさそうだという感じに

もとれますけれども、実は１軒の家にしてみると一人になってくる、私も実はいまひとり住まいで

すけれども。そうすると、活気が全然出てきません。人数の減少というのは、町の活気が失われる

ということにつながります。そういう点で、本当に問題を把握しようとしたら、余り大きい町だと

か、国だとか、そういう単位ではなくて、まず自分ということを考えていただければいいと思いま

す。そういう形で、やっぱりこの町に住んだ者としてみれば、どうか気持ちの通じ合う、また活力

のある、本当にこのテーマと同じような町づくりに進んでいくことを私は希望します。

私の質問を終わります。ありがとうございました。

〇立沢稔夫議長 暫時休憩をいたします。

〔午後 零時１２分 休憩〕

〇立沢稔夫議長 休憩前に引き続き一般質問を行います。

〔午後 １時１５分 再開〕

◇ 小 島 幸 典 議 員

〇立沢稔夫議長 12番、小島幸典議員。

〔12番 小島幸典議員登壇〕

〇12番 小島幸典議員 皆さん、こんにちは。12番、小島幸典です。議員の責務により、通告どおり

一般質問いたします。一般質問は、行政に対しての改善提案であり、町民の代弁者であります議員

の大切な仕事です。

さて、３月11日の東日本大震災での被害地の方々と町内被害者の皆様に心よりお見舞い申し上げ
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ます。今中央の政界では、国会ですね。菅直人首相の辞任時期をめぐり特例公債法案、復興構想会

議提言など、赤字国債発行のための特例公債法案を提出、成立を望んでいると新聞報道されていま

す。そんな中で、国の借金は現在約1,000兆円を超えていると言われています。また、21年度県の

借金は約１兆305億円と言われています 邑楽町にあっては 21年度３月末で一般会計約57億6,800万。 、

円であり、また国では震災復興支援費用に約10兆円規模の支援を査定していると新聞紙上等では話

されて、またラジオ等でも伝えられています。先行き大変な時代が来ることも予想されます。そん

な国、県、町の経済状態の中で、議会また執行部、議会の支援してくださった町民等の研究、努力

をしてよい町づくりのため、誠心誠意心を込めて質問します。よろしくお願いします。

また、町長の議員時代の約４年７カ月をともに切磋琢磨して今があると私は思い、町長にも感謝

している次第であります。その中で、互いに間々意見が合わないこともありましたが、町民のこと

を最優先に考えた場合、私なりに人々の人権と普通の生活を大切にした場合、自分が損してでも信

念を持って私なりに町政に協力してきたことと自負しています。その一例を挙げますと、町長が議

員のときの議員辞職勧告にあっては反対しました また 問責決議案も反対しました そして 19号。 、 。 、

線補正予算には賛成討論もしました。そして、３年前の９月議会前に監査委員の問題があったとき

でも、私は渦中のクリを拾うごとく、私なりに９月の議会のことを考えて一生懸命役を引き受け、

先日の選挙での任期ということで無事に役を果たせたことは、執行部初め各課長のおかげと思って

います。

最近では、町長の町民に対して挙げた手のおろし場をつくったことと私は思います。それは、３

月議会での町長と町民との約束に対して、だれかがその場を、手のおろし場をつくってやらなくて

はならないかなと思うことで、私はいろいろ人に恨まれるかもしれませんと思いましたけれども、

だれかがやらなければならないことを私はやったつもりであります。その思いは、本人がどう解釈

しようと自由でありますけれども、きょうも執行部の皆様には耳の痛い言葉も間々あると思います

が、社会全体と町民が住んでよかったと思われるような町にできるよう前向きな質問をさせていた

、 、 、 、 、 、だきますので 回答も歯切れのよい行動と またきょうの日ではなくて １年先 ４年先 10年先

また50年先の人たちが、ああ、やっぱり先人はいい仕事してくれたのだなと思われるような仕事を

お互いにしようではありませんか。そういうことで、一般質問に移らせていただきます。

初めに、通告は行っていると思いますけれども、さきの通告の中で教育委員と教育長について、

これはきのうの議員が話されたこともありますけれども、私は私の視点の中で質問しますから、そ

ういうことを酌んでお答えを願いたいと思います。

まずは、質問の中身ですけれども、この質問は前にも学校教育課長、また町長にも質問をしてあ

りますけれども、その中で私は教育委員の任命は公募してくださいよと、そういうお願い、提案を

してきましたけれども、その辺をもう一度、学校教育課長でも町長でもどっちでもいいですから、

お答えを願いたい。それと、前の質問の中で、これ教育委員というのは独立機関だと、そういうこ
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とでいろいろと議論をした経過の中で、１人委員が欠員に今なっていますけれども、この委員会の

。 、中で私は暫定的に選んだらどうですかと提案もしてあります その辺の推移はどうなっているのか

教えてもらいたいと思います。お願いします。

〇立沢稔夫議長 金子町長。

〔金子正一町長登壇〕

〇金子正一町長 教育委員の任命について公募ということのお尋ねですが、さきの議員のご質問にも

お答えをしたかと思いますが、公募については考えておりません。

、 、 、それから 教育委員会の中で現在欠員となっている委員 ４人の中でということにつきましては

教育委員会の中での協議ということになりますので、回答は差し控えたいと思います。

〇立沢稔夫議長 河内学校教育課長。

〔河内 登教育長職務代理者 学校教育課長登壇〕

〇河内 登教育長職務代理者 学校教育課長 先ほど議員のご質問の中で、現在の教育委員の中から

というお話でございました。これにつきましては、以前の12月、昨年の12月だったと思いますけれ

ども、この一般質問の中でも質問をいただき、またこういう意見も伝えろというようなお話もござ

いまして、委員会の中でもお伝えをさせていただいたところでございます。

ただ、教育長の職につきましては、一般の教育委員が非常勤という職であるのと違って、この職

の性格、また責任のあり方から、常に勤務を要する職というふうになっております。その職にある

方は、常勤の一般職に属する地方公務員というふうな形で法律上も定められておるところでござい

ます。したがいまして、今現在現職の委員さん方につきましては、ほかに職を持たれている方や、

また健康上、そして家庭の都合そういう職を受けられる環境にないということで、今現在私が職務

代理を仰せつかっているということであると理解をいたしております。

以上でございます。

〇立沢稔夫議長 小島幸典議員。

〇12番 小島幸典議員 この教育委員の問題について、今学校教育課長が話されたように、かなりの

時間を割いて質問と回答を得ましたけれども、私が釈然としないのは、なぜでは教育委員の任命に

ついて、幾ら非常勤であろうが、議会で教育委員としての任務をお願いしてあるので、それででき

ないならば全部辞職したらいいと私は思うのです、職務を全うできないということであれば。でな

ければ互選の意味がないのではないですか。そういうことを含めて、やっぱり今は密室でものをや

れるような時代ではないと思うのです。だからこそ、全国で11市町村かな、ＰＴＡの中からも出て

きてくださいよというようにしてあります。そういうことを含めれば、なぜ私がきょう話をしたか

と、質問したかといいますと、町長はあのときに、では意中の人がいるのですかと聞いたら、いな

いというのです。いないのに、何で公募ができないのかなと。でも、期待をしていたというか、と

いうことは、４月30日にある場所で、町長は教育委員の件で多数の議員と会っていますよね。４月
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30日の、これは町長が、本人がもう認めているわけです、行きましたよと、いましたよと。私のと

ころには、５月11日に議員控室で話し合いが持たれまして、その中で学校のそういう地域的なこと

を考えればということで、一日も早くということで、私にだれかいないかなということで、この前

私が話したように５人の学校関係者、それと２人の民間の人を頭の中に浮かべていたのですけれど

も、今町長は公募しないというのであるならば、では意中の人が今いるのですか、その辺を話して

もらわないと私のほうも質問が次に進まないのですけれども、その辺を町長、はっきりいるならい

る、いないならいない、そういう流れの中でひとつご答弁を、意中の人がいるかいないか、その辺

をお願いしたい。

〇立沢稔夫議長 金子町長。

〔金子正一町長登壇〕

〇金子正一町長 意中の人がいるかいないかということで考えれば、今先ほども、昨日もお答えをい

たしましたけれども、早い段階でそのような任命、同意に向けての状況をつくり出していきたいと

いうことを回答申し上げましたので、いるかいないかということでお答えをさせていただければ、

今頭の中で考えている方はおります。

〇立沢稔夫議長 小島幸典議員。

〇12番 小島幸典議員 町長は、今いるということなので、これは早急にお願いして、まずきのうの

一般質問の中でも600日の空白期間ということは、卒業式、また入学式等で、現場のほうから議員

のほうにはいろいろとやはり要請というか、言葉をいただいているのです。であれば、今町長が意

中の人がいるということですから、早急にこれは任命してもらって、多分現在の委員の中でも９月

には任期が来る人もいるのかなと、そういうふうに聞いているのですけれども、そういう流れの中

、 、 、で とにかく早急に現場のほうの要望にこたえてもらいたいと そういうことをお願いしますので

、 、 、ひとつその辺は町長 本当に自分で渦中のクリを拾うつもりで 自分がとにかく責任を持つのだと

そういう強い意思を持ってやってもらいたい。

２つ目の質問に入らせていただきます。２つ目は、邑楽町公民館（ホール付）新築改築要望書に

ついての質問ですけれども、これ町長は平成８年１月29日、8,162人の署名が出され、任意の、要

するに議会で可決されたと、その後形が変わって平成21年11月24日に１万有余人の公民館多目的ホ

ールを備えた設置に関する要望書が文化協会長、区長会長、愛育会長、公利連会長、音楽連盟代表

者の要望書が出ている。この公民館の問題は、老朽化と障害者には使いづらい建物で、雨漏りをし

、 、 。 、たり エアコンの故障もたびたびあったり 使い勝手が悪いと 前課長時代に私が質問した中では

補助金がどういうふうにしたら多くもらえるか調査の段階ですと、そういう過程があり、町民の文

化活動の基点でもあるので、早急に省エネ化のセットとバリアフリー等に改築すべきではないかな

と、その辺の早急に組織委員会を立ち上げて、本年度中に調査費を組み込めることができるかでき

ないか、この辺課長にご答弁をもらいたい、引き継ぎはあったと思いますから、前課長からの。よ
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ろしくお願いします。

〇立沢稔夫議長 大朏生涯学習課長。

〔大朏 一生涯学習課長登壇〕

〇大朏 一生涯学習課長 お答えを申し上げます。

今小島議員のほうから、前の課長の後を私が引き継ぎまして、公民館等の整備の補助金等につい

てのお話ということでございます。私が平成21年の４月に課長になりまして、その後それらの調査

を行ってきました。その結果、補助金につきましては一時期まではホールの補助につきましてはあ

りましたけれども、現在そのホール、公民館の建設についての補助事業というのはなくなっており

ます。ただ、前ちょっとお話をした経過があったと思いますけれども、国土交通省のまちづくり交

付金、こういう制度があるわけでございますけれども、この制度を使いますと、その公民館、また

はホールの単体の補助ではなく、その施設を含める広域の施設整備ということで、それが対象にな

りますので、事業費が総合的で、事業費も非常に大きな、そういう補助になってしまうという、そ

ういうことでございますので、よろしくお願いいたします。

以上でございます。

〇立沢稔夫議長 小島幸典議員。

、 、〇12番 小島幸典議員 今課長のほうから 補助金が建設費の云々ということだったのですけれども

この辺の、多分私公民館の場合は30％なり35％出るように聞いていたのですけれども、全体の総額

の。そういう流れの中で、町長はこの組織をまずつくるのだよと、全協までやったのです、来たの

です。それで、民間から２人委員を置くということで異議申し立てとか、そういうのが出た中で、

いつの間にか引っ込ませてしまったから、だからこれは頓挫してしまったと思うのです。

この流れの中で、初めは６億円のこの庁舎建設に積み立てたお金が残っていたわけです。そうい

う流れの中で、私なんかは残ったお金で、それを充当すれば十分公民館のホールつきがきれいにな

るのかなと、頭の中にあったのですけれども、給食センターのほうにその財源は回ってしまったか

ら。でも、前生涯学習課長は一生懸命やっていたことなので、いずれは立ち上げて何らかの形をと

れば、例えば年間１億円の積み立てができれば、３年間で３億円です。そういうことを計画的にも

のをやらなければいつになったって、町長は約8,000人の署名を、これは重いものですよと、そう

いうことで今度町民が、生涯学習課長のところに要望書が行っていると思うのです、こういう要望

書が。これが前の8,000人のときの要望書です。これだけ熱い思いを町民が出しているのに、もう

何ですか、これ平成21年ですよ。それで、１年過ぎていても何にもアプローチがないというのは、

ちょっと町民だって冗談ではないよと言ってくるのです。そういうことを含めて、早急にこういう

建設、お金がなくたって委員会は立ち上げられるでしょう。なくたって立ち上げられるのです、勉

強できるのです。その辺を早急に立ち上げてもらいたい、そうでなければ前に進まないでしょう。

それから、どうしたら財源ができるかなと、そういう夢がなければ、先ほどだれかが言ったでしょ
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う。そういう一つの、みんなが考えて、みんなで進んでいけばきっとできるのです、ものというの

は。その辺生涯学習課長、立ち上げられるか上げないか、仕事をやってください、とにかく、応援

しますから。

〇立沢稔夫議長 金子町長。

〔金子正一町長登壇〕

〇金子正一町長 昨日も議員にお答えをいたしました。検討委員会の設置については、１ないし２カ

月以内に立ち上げるということで担当に指示しておりますので、そのように理解をしていただいて

結構でございます。

〇立沢稔夫議長 小島幸典議員。

〇12番 小島幸典議員 そうすると町長はあれですか、１カ月、２カ月の間に立ち上げると、そうい

う流れの中で、では予算組みのほうはどんなふうな物の考え方であるか、その辺をお聞かせ願いた

いと思います。

〇立沢稔夫議長 金子町長。

〔金子正一町長登壇〕

〇金子正一町長 具体的に予算という話がありましたが、それらについてはその検討委員会等の中で

も議論になるでありましょうし、その規模、いろいろ現在利用している方々、あるいは議員という

ことも昨日申し上げました。ご意見を伺う中でそれらが見出していただけるのかなと、そういうふ

うに思っております。

〇立沢稔夫議長 小島幸典議員。

、 、 、〇12番 小島幸典議員 町長 もう一度確認しますけれども この検討委員会を立ち上げるについて

この検討委員会の中での建物の建築、または改築は公民館なのでしょう、その辺をはっきり明記し

てください。

〇立沢稔夫議長 金子町長。

〔金子正一町長登壇〕

〇金子正一町長 昨日もお答えをいたしました。

邑楽町公民館、それから町民体育館等については、生涯学習の施設については、まず耐震の診断

をしていただいたその結果が、補強工事を施せばその施設は利用が可能でありますというような診

断が出されました。私は、既存の施設、これらもこういう状況ですので、特に利用する必要性はあ

ると思っております。したがって、その部分も含めて、その会議の中でご議論をいただければと、

そんなふうに思っております。

〇立沢稔夫議長 小島幸典議員。

〇12番 小島幸典議員 町長。町長はちょっとずるいのではないですか。まず、建物をつくるかつく

らないかありきですよ。つくることによって、委員会をつくって前へ進むのでしょう。委員会はつ
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くったのに、どっちへ行くのですかといって、だれが道案内するのですか、烏合の衆になってしま

いますよ。町長が公民館をつくるのですよと、だからみんな集まって、どういうものがいいかと、

それでだんだん煮詰めていくのでしょう。大きな声出したくないけれども、どんどん、どんどんテ

ンション上がりますよ。人のせいにしてしまうのではないですか、では委員会が決めたのですから

とか。そんなトップがありますか。それでは課長がかわいそうです、本当に。あなたたちがやれよ

と、いいものは私がやったのだよと、失敗したらこれはみんなが決めたのだよと、議会を悪者にし

たいのではないですか、それでは。もっとはっきり、私がその立場ならば、まずは耐震補強をやり

ますよと、診断が出たら。その後、何年か後にチャンスを見てつくりますよとか、その辺の、先ほ

ど坂井議員が言ったように、メジャーがちゃんとあなたにはないのです、頭の中にメジャーが。だ

からこういうふうなおかしな質問と答えになってしまうのではないですか、責任がないから。もう

一度、公民館ホール、公民館をつくるのなら、それとまずは耐震補強をして、それで今度は１万有

余人の署名を集めた人たちに集まってもらって、どうしたらいいかとか、まずは公民館をどうする

かということをもう一度答えてください。銭がないのはわかっているのです、６億円あったのを給

食センターのほうへ回してしまったのだから。だめですよ、そんないいかげんでは。

〇立沢稔夫議長 金子町長。

〔金子正一町長登壇〕

〇金子正一町長 私は、たしか６月３日だったと思いますが、全員協議会の中で耐震診断の結果が出

ました。その結果については、特に町民体育館については除かなければならないものがある、した

がって町民体育館をまず第一優先に、耐震診断とその除かなければならない事業をしていかなけれ

ばならないというふうにお答えをしてあるかと思います。邑楽町公民館については、軽微な工事費

でそれの存続が可能だということも申し上げました。したがって、私は邑楽町公民館、町民体育館

については、そのような補強工事を行うことによって、町民の皆さんに引き続き利用していただく

ということで考えております。

なお、公民館つきホールについては、ただいま申し上げたとおりでもございますので、ぜひご理

解をいただきたいと思います。

〇立沢稔夫議長 小島幸典議員。

、 。 、〇12番 小島幸典議員 私は 体育館のことを聞いていないのです 通告事項に書いてあるでしょう

よく読んでください。邑楽町公民館（ホール付）新築改築要望書と、何で体育館のことを言うので

すか、体育館のことなんか私質問していません。あなたはちょっとおかしいのだよ、だからかりか

りしてしまうの。そして、これはなぜ私がいつまでも、これきょうで６回目です。なぜかといいま

すと、あそこの舞台見てくださいよ、バリアフリーも何もないのです。10人あそこへ大人の人が上

がって演奏なり芸をすれば、そでがつっかえてしまうのです。だから、下でダンスをやっているよ

うです、フラダンスをやっているような状態。だから、そういうことを含めて、であれば、あのホ
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ールをバリアフリーか何かに改築してもらえますか、その辺の答えを答えてもらいたい。

〇立沢稔夫議長 金子町長。

〔金子正一町長登壇〕

〇金子正一町長 邑楽町公民館のホールについては、バリアフリーは施されていると思いますが、舞

台を利用する場合については、そのような状況ではありません。したがって、それらの部分につい

て当然すべての町民の皆さんに利用していただくという施設でもありますので、十分その部分につ

いては担当と打ち合わせをした中で進めていきたいと思います。

〇立沢稔夫議長 小島幸典議員。

〇12番 小島幸典議員 今町長が、舞台はバリアフリーになっていないと、舞台が大事ではないので

すか、そういう支離滅裂というか、舞台があって初めてホールも生きるのです。ホールと舞台は一

体なのです。何でそういうむちゃなことというか、それだったら、では一、二カ月の中でどういう

ふうに人を集めて選任して、それで検討委員なり、それ何を検討するのですか。あなたは、今大変

な時期で金がないと言っているのに、文化ホールだけつくるのですか、文化ホールをつくるかつく

らないか、その辺の回答を今もらいたい。

〇立沢稔夫議長 金子町長。

〔金子正一町長登壇〕

〇金子正一町長 ホールの改修については、検討委員会にゆだねなくとも十分可能であります。先ほ

ど担当と調整をしてというのは、そういう意味であります。ホールをつくるかつくらないかという

ことについては、それらについての検討委員会の中でということを申し上げましたので、ご理解を

いただきたいと思います。

〇立沢稔夫議長 小島幸典議員。

〇12番 小島幸典議員 町長、あなたは首長なのですよ。町の大事な事業を、何もまだわからない人

たちに任せてしまうのですか、そんなおかしな首長いないでしょう。それとも人を集めて選挙運動

でもやる気なのですか、あなたは。それはないでしょう。１万有余人の人たちが、子供ではないの

です。ぜひバリアフリーの使いやすい、エアコンもあり、雨漏りのない、そういうところで文化活

動したいですよと、何人も何人も言ってきているわけです。そういうことは、町長のほうに私の何

十倍も、何百倍も行っていると思うのです、あなたは後援会の宴会を開いたりしているわけですか

ら。そういうことをぬけぬけとよくあなたはそういうふうに言えますよね。だから、私は言いたく

。 、 、 、ないことでも言わなくてはならないのです だから そういう流れの中で 公民館はつくらないと

きのうの岩﨑議員のあれでも聞いています。聞いているけれども、私の通告はあなたのところへ行

っているように、要は健康増進とか、そういうものに対して本当に心がないです。だから、そうい

うことを考えれば、何につけても人任せ、悪いところは人に押しつけてしまう、たまったものでは

ないですよ、周りの人は。そういう流れの中で、もう一度では聞きますけれども、耐震補強をする
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のですね、町長、公民館の耐震補強。

〇立沢稔夫議長 金子町長。

〔金子正一町長登壇〕

〇金子正一町長 先ほどもお答えをしたとおりでございます。実施をいたします。

〇立沢稔夫議長 小島幸典議員。

〇12番 小島幸典議員 耐震補強をするということで、ホールは後の委員会に任せますよと、そうい

うことであなたはいつもそういうふうに責任を逃れてしまうので、非常に頼りないなと、そういう

ことを考えれば、これからの町政運営でもそうなのですけれども、次の質問に移る中で、また一つ

町長には耳ざわりかもしれませんけれども、私は議員として一言あなたにお願いなりをしておきた

いと思います。

公民館ホールについては、一、二カ月中に委員会を立ち上げるということなのですから、早急に

スピードアップして、これはやってもらいたい。そういうことで、委員会が立ち上がれば私とこれ

に意を同じくしている人たち、議員の一つの仕事だなと、あとは町長と課長の、要するにコンタク

トをうまくとってもらって、それでとにかく弱者が楽しく、安全な場所というのですか、そういう

のをつくるよう努力しなければならないなと思いますので、第３問に移らせていただきます。

続けて、第３問の石打の町営住宅についてなのですけれども、高層化の流れの中で、今設計また

はそういう企画を見ると……休みますか。

〇立沢稔夫議長 暫時休憩いたします。

〔午後 ２時０３分 休憩〕

〇立沢稔夫議長 休憩前に引き続き一般質問を行います。

〔午後 ２時１５分 再開〕

〇立沢稔夫議長 小島幸典議員。

〇12番 小島幸典議員 先ほどは、何回も同じ質問をして本当に失礼したと思いますけれども、とに

かくこの議会というのは、我々は町民の代表でありますので、やはり先をどのように見据えて、ま

た町民が希望が持てる仕事を、先ほど話しましたけれども、執行部と議会と町民がやっぱりトロイ

カではないが、ちゃんと正しい自分の方向性を見て、そして協力し合わなければいいものができな

いと思うのです。

そういう流れの中で、この公民館に関して町長、もう一つだけ聞きたいのですけれども、この辺

は公民館だけに限って話してください。私は、町長のほうに出してある質問事項は体育館だとか、

そういうところには触れていないのです。そういう流れの中で、中央公民館建設検討委員会を２カ

月の間に、要するに建設検討委員会を立ち上げますよと、そういう理解でいいのでしょうか。
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〇立沢稔夫議長 金子町長。

〔金子正一町長登壇〕

〇金子正一町長 検討委員会の設置ということについてあいまいなところがある、もっとはっきりし

てほしいというご質問ですが、この検討委員会の設置については、どのような施設をどのように整

備するか検討を進める検討委員会ということの設置でありますが、具体的には多目的ホール等の施

設についての方向をその場で検討して決定していただく方向で考えていきたいと、そのように思っ

ております。

〇立沢稔夫議長 小島幸典議員。

〇12番 小島幸典議員 39年、40年役所にいる町長に私が言うのは釈迦に説法になってしまうのです

けれども、知ってのとおり公民館であれば使用料は無料なのです。文化ホールとなると、これはみ

んなこれからお年寄り、またお金をうんと持っている人ばかりいないと思います。先ほど話された

ように、かなりの税金の増税だとかいろいろが出てくると思います。そういう流れの中で、町長、

使う人が本当に気楽に一日、半日ここで過ごせてよかったよということは、やっぱりお金がかから

ないというようなことだと思うのです。そういうことを考えて、本当にお金がかからないようなこ

とであれば、やっぱり中央公民館の建設検討委員会をぜひ立ち上げてもらいたい、そういうことで

、 。 、これは最後は要望になりますけれども そういうことでよろしくお願いしたいと思います そして

第３問の石打の町営住宅について質問させていただきます。続けて質問します。

第３問の石打町営住宅について、これは私のほうに、前にもこういう設計と……新しい議員には

まだ行っていないと思うのですけれども、こういう中で、これ一応３階建てになっていますよね、

予定では。そういう３階建てであるのですけれども、このつくる一つの様式として、まず高島地区

の学校の人口の減少に対して歯どめをかけることも一因にあるよと、それと全体的に邑楽町の建物

が老朽化しているよと、そういうことを考えれば、これ町長、３階建てではなく思い切って５階建

て、館林市の松沼なんかは７階建てかな、であれば、せっかくエレベーターつけるのですから、そ

ういう思い切って高層の、これは所管でありますので、町長よりか後ろのあれでちょっと相談して

もいいと思いますけれども、それで町長が答えてくれればいいかなと。そういうことで、やっぱり

せっかくつくるのですから６階建ての、３階の倍の入居者が入るということなのです。そうすれば

、 、 、人口も一応もっとふえると そういうことを考えてやらなければ せっかく何か仕事をやるのには

やっぱりできるだけ効率のいい仕事をやってもらいたいと。本来ならば、これはやっぱり南向きが

いいと思うのですけれども、それと屋根が切り妻なのです。そういうことを考えて、きのうの朝日

新聞の朝刊の群馬版ですか、太田市は太陽光発電のまちにしようと、もうアドバルーンぶち上げま

した。そして、市内の住宅など２万5,000戸に設置の構想、これはおおたまるごと太陽光発電所構

想と出ていますけれども、これはこれからの、きのう町長が言っていましたけれども、やはり日本

は資源がないのだから、やっぱりハードも大事ですけれども、ソフト面、これは何がソフトが大事
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かというと、まいた種が全部生えるとは限らないです。だけれども、子供たちがこういうことを見

ることによって、感じるのです、我々大人よりもすごく。それは教育なのです。だから、土木にし

たって商業にしたって、やっぱり最終的には町の人材を育てる教育が太田市はすごいなと私は思う

のです。

これ金額言いますと、この新聞によりますと１軒の家につける太陽光発電が200万円だと、だけ

れども、地域産学官連携ものづくり研究機構がまとめて4,000戸分を買ったら100万円で買えますよ

と、半値です。それで10年間の使用料を払ったら、あとは譲渡しますよと、使用者に。そういうす

ごい発想を持っているのです。そういうことを考えたら、町長、私が話した切り妻は午後はもう、

南北の建物なのですから、私はつくるのに反対ではないのです。中身をもっとよく精査をして、そ

れでいいものをつくるのです、つくるのならば。だから、まず高層にできないか、それとこの屋根

を切り妻ではなくて、平らにしなければ太陽光は乗らないです。だって南北に長いのですから、午

後はかなり日照時間が少なくなってしまうと思います。そういう流れの中で、太田市では年間約

1,100時間、要するに太陽が当たるのだよと書いてあります。住宅２万5,000戸すべてに太陽光発電

をつけるのだよと、そういう夢があります。そういうことを考えれば、町長やっぱり子供の教育、

小学生の高学年、中学生が見て、きれいだな、すごいなとか、それで昔は我々の時代、町長知って

のとおり倉庫でも 大きな建物はちゃんと空気穴がありました ところが 今は昔と違って夏が39度、 。 、

だとか、すごい暑い猛暑になる可能性があります。太陽光であれば、天井の熱をファンで回して、

扇風機で回して逃がせれば、今度は夜のエアコンの電気料も少なくなるとか、そういう発想の転換

を子供たちにどんどん、どんどんそういう教育してもらえば、学者がいっぱい出てきたり、そうす

、 、 、ば税金がうんと稼げるから町のためになったり そういう長いサイクルで物を見る 物事を考える

そういうことを町長ひとつやろうではないですか。ということは、この庁舎をつくったときに、こ

れ今議員でＨ議員が、Ｈといったって変なＨではなくて、名前言ってしまうと個人情報云々なんて

怒られてしまうから。Ｈ議員が庁舎建設委員長だったのかな、そういうことで、これも新しい議員

には知ってもらいたいのですけれども、初めのあれでは真ん中が区切れていたのです、こういうふ

うに。それでローリングで、これは町長も議員でいたかな、そのときに福島設計の説明の中で、私

を初めみんなが、この真ん中をもったいないよと、こんな緑が豊富な町なのだから、何か今は大会

議場になっていますよね、それを切り妻にして、それでそこに後から設計変更してこのようになっ

たわけですけれども、これ何回もローリングしていました。室長は、今議員になっているＫ議員が

室長やっていましたよね。私そのとき何をメモして書いてあるかというと、議会代表は13人いまし

た。当初設計は屋根中央がバルコニーだったのだけれども、今話したように東京都の都庁がちょう

ど雨漏りの大騒ぎした時代です、こういうふうに雨漏り、東京都庁が雨漏りです。15年にひび割れ

だの、それで1,000億円かかりますよと、その補償が。そういう場合この庁舎が、福島設計に私は

雨漏りしたらだれが責任とるのですよと、そういうことから始まって、ではそのときのＫ室長、ま
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たみんなで、やはり利用しましょうというのが今の大会議場になって、ソーラーが乗っています。

本当なら全部ソーラー乗せたかったです。そうすればかなりの、今は泥縄だけれども、震災の少し

節電のお手伝いができたのかなと思っていますけれども、そういう流れの中で、ぜひ町長、石打の

住宅もその辺の考え方を変えて、全部ソーラーが乗るような、もう一ひねりものを考えてもらいた

い。そして、上へ高いものですから、やはり安全に後で学生が見学できるような、そういうことま

で考えたほうが私はいいと思うのです。そういうシステムの流れの中で、ぜひ石打の住宅のほうの

屋根の、まずはソーラーが乗るようにするとか、そういうことを町長、今の私の質問というか、提

案に対してどう思いますか、ひとつコメントをいただきたい。

〇立沢稔夫議長 金子町長。

〔金子正一町長登壇〕

〇金子正一町長 石打の町営住宅団地の建て替えに伴う考え方ということでありますが、何点かあっ

たようですので、要点のみお答えをいたしたいと思いますが、まず一つは、３階でなくて５階にし

、 、たらどうかということがありましたが これについては邑楽町町内については建築基準法の制約上

５階建てということについては今認めていただけないと。したがって、３階がその建設の限度だと

いうことでのお答えをしたいと思います。

それから、太陽光発電の問題がありました。それに伴う屋根の形状をどうするかということがあ

りますが、私も今後はこのような状況を考えたときには、節電のみならず自然エネルギーを利用す

るということは大変貴重なことだというふうに思っております。これについては、これから町営住

宅の運営管理委員会を設置いたしますので、その中で十分そのようなことを活用できるようにお願

いをいたしたいと思います。

それから、建物の向きでありますが、南側がいいのではないかということ、私もこの土地の状況

からすればそのとおりだというふうに思っておりますが、しかし石打の町営住宅団地の土地の形状

ということが、議員もご理解いただいていると思いますけれども、あのような形状になっておりま

すので、できるだけそういった採光が得られるような建物の設置ということが望ましいと思います

ので、これらについても管理委員会の中で十分ご議論をいただきたいと思います。

いずれにいたしましても、平成20年の３月の21日、私就任をして間もなくでありますけれども、

この町営住宅の管理計画について答申が出されております。この答申の中身に沿って、この町営住

宅を今後建設してまいりたい。その一つが23年度、本年度、既に予算で既決をいただいております

けれども、実施設計に向けて、そして土地の駐車場等を考慮した中での土地の買収計画ということ

も既に既決をいただいておりますので、進めていきたいと。したがって、24年、25年の２カ年にお

、 、 。いて３階建ての町営住宅２棟になりますが 建築を進めていきたいと このように思っております

〇立沢稔夫議長 小島幸典議員。

〇12番 小島幸典議員 今町長のほうから、そういう建築基準法の関係等、また敷地の形状の問題等
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が説明あったのですけれども、こういう流れの中では、とにかくいかにその形状をまた生かせるよ

うにするか、そういう流れの中では、これはこれから検討委員会の中でいろいろ議論しなくてはな

らないのではないかなと思うのは、１つは一番下の階を一応予定では年配の人たちに入ってもらう

かなと、そういう構想であるのですけれども、これだとせっかく子供たちの、小学校の生徒云々の

、 、 、ことがあるので 私はそんなにあそこが商店街でも何でもないのだから かえって年配の人たちは

今久保林だとか埴堀だとか大黒の第一、第二とかありますから、そういう年配の人たちには例えば

風の子保育園の西の住宅なんかは、こっちの商店に近いです。あと子供が、あそこに保育園がある

から非常にやっぱりその辺の精神的な人間の営みというのが大事かなと。そういうことを考えた場

合に、何が何でも私は一極集中は云々というので出してありますけれども、通告に。石打の住宅だ

け一極そこでぼんと、あとはもう要らないよではなくて、あと傷んでいるとか、常々やっぱり補修

をしていくなり建て替えていって、木造は木造でいいと思うのです。それできれいにして、それで

今の、要するに半分でいいと思うのです、40戸あるところは20戸でいいよと、それをだから大黒で

も何でもきれいに片づけてしまうのではなくて、館林市のほうへ勤務している人、名前を言ってし

まうけれども、ビール会社へ勤務している人というのは、向こうのほうが断然近いのです。そうい

う総合的なものの考え方をやっていかないと、これ税の平等性からいったっておかしいことだし、

、 、だからそういうことを考えれば もうこっちに一極集中で町営住宅つくるからいいのだではなくて

使う人たちの立場を考えれば、やっぱり館林市へ勤めている人は館林市に近いほうがいいのだし、

大泉町に勤めている人は大泉町に近いほうがいいのだし、親が近くにいれば親の近くのところがい

いのだし、そういうふうに一つのことにこだわらないで、それで使い勝手のいい、お年寄りはやっ

ぱりスーパーとか、そういう近いところがいいし、またスーパーもそういう人たちが足を運ぶこと

によって営業が成り立つとか、そういうことを考えれば、いろいろ多方面の物の考え方をしていか

、 、 、ないと これは全部が全部公平にはいかないけれども できるだけ物の考え方を公平にしておけば

あとで人口がばっと爆発的に何かふえたときには対応ができますよね、自分の町の土地なのですか

ら。そういうことを考えれば、幾らでも人は集まってものを考える、いい方向へ、いい方向へ。先

ほど話したように、やはり町民と議会と執行部が本当にいろいろ考えてアイデアを出して、それで

いかに人のために優しくできるかと、そういうことを考えれば、もっともっと住みやすい、いい町

になるのではないかなと。そのことに関して、町長やっぱり今の住宅、久保林だとか埴堀だとか大

黒とか、すごく老朽化しています。だから、あいているところから全部、言葉は悪いけれども、整

理して、それで積み立てなりもちゃんと住宅何とか公社積立金をつくって、それでこの前私も話し

たけれども、これ10坪か12坪なのです。そうすると、建材でも群馬県の材料でも使えば500万円で

十分できるというように大工さんが言っています。これは、水洗トイレはまた別ですけれども、そ

れでも補助金が出るでしょう、これ45％か50％出るわけでしょう、だからそういうことをかみ合わ

せて、そういうローリング、町営住宅のこれからの計画の、だれか言ったよね、要するに５カ年計
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画かな、この中のやっぱりみんながいかに楽しく暮らせるかということをみんなで考えれば、いい

あれが出る、その辺の町長、これからあく、そういう古い住宅地の活用方法はどう思いますか。

〇立沢稔夫議長 金子町長。

〔金子正一町長登壇〕

〇金子正一町長 今、町内には５団地の町営住宅があります。今提案がありましたあいているところ

から用途廃止をしていくことが必要ではないかということのお話がありましたが、私も同感でもご

ざいます。したがって、この用途廃止の町営住宅については、一つには石打住宅、それから久保林

住宅、そして大黒の第一住宅等々については、大変建物が老朽化をしているということにかんがみ

て、これを用途廃止していくと、そのための施設を石打の町営住宅、約入居戸数同程度になるわけ

でありますが、そのような考え方で将来的には考えていくのが必要ではないか、こんなふうに思っ

ているところでもございます。

それから、一極での町営住宅の建て替えは不都合ではないかということもありますが、将来の大

黒の第二の木造部分ということも老朽化をしてくるわけでございますので、それらの建て替えを考

慮していけば、この町営住宅入居者、あるいはこれから入居していただけるであろう皆さん方の利

便性は図られるのではないかと、こんなふうに思っております。

〇立沢稔夫議長 小島幸典議員。

〇12番 小島幸典議員 町長には、本当にそういうひとつ利便性のこと、それと町民が等しく活用で

きるような環境づくり、そういうことにお骨折りをしてもらいたい。

それともう一つ、これは民間で今あいている、本当に勉強家である横山課長がいろいろ調査して

くれたのですけれども、今既存の民間のアパートが約３分の１ぐらいあいているのだと、そういう

あいている民間アパートとの共有、共存というか、それを町もやっぱり商工会と一体になってどん

どん、どんどんアピールしていく、何か足りないものは持ち主に、こういうふうに町の一つのモデ

ルをつくって、これに当てはめてくださいよと、２階なら２階全部町で借りますよとか、そういう

施策をやっていけば、せっかくあいているのですから、この前も話したけれども、みんなお金があ

ってどんどん、どんどんつくる人というのはそうはいないと思うのです。みんなやっぱり金融機関

からお金を借りて、それで大変な思いして返している状態だと思います。そういうことにできるだ

けお手伝いをして、そして気持ちよく税金も払ってもらう、それもやっぱり町民との二人三脚をや

、 、 。っていく上には 理解してもらうのには大事な仕事ではないかなと その辺は町長どう思いますか

〇立沢稔夫議長 金子町長。

〔金子正一町長登壇〕

、 、〇金子正一町長 民間での賃貸住宅の活用ということのお尋ねですが 具体的に町商工会等を通して

その町営住宅と同等に活用したらどうかということであります。町では、現在民間賃貸住宅の所有

者に対して、具体的にそれらについての相談というのはしておりませんが、しかしこれは平成22年
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の国勢調査をもとに推計をした数字が上がっているわけでありますが、邑楽町全体で161棟の民間

賃貸住宅が推計されます。すべての部屋数、入居中ということをこの推計の中では、空き部屋数が

約431部屋あるということが国勢調査の中で示されているところでもございます。こういうことを

考えてみますと、議員からのお話のように町営住宅の建設も必要でもあります。また、同時に民間

の賃貸住宅の借り入れを視野にしてのこれからの住宅政策ということも大変貴重なものだというふ

うに私も認識をいたしております。

過日の議会定例会の中でも、このようなことでお答えをしたと思いますが、今後も十分所有者の

皆さんとの調整もあります。町と所有者の貸し借りのいろんな専門的な取り決め等も研究していか

なければなりません。有効な手段が見出せたときには、そのような状況で考えていければ、なお効

率的な運営ができるのかなと、こんなふうに思っております。

〇立沢稔夫議長 小島幸典議員。

〇12番 小島幸典議員 ぜひこの住宅に関しては、まず石打の住宅に関してはもう一回建物のローリ

ング、また見直して、できるだけ70年の耐用年数ということなのですから、我々がいなくなっても

後の人たちがすごいのだなと、ひとつ学べるものを我々がつくっていかなくてはならない、またそ

の任務があるのではないかなと思います。

そういうことで、では何があったかというと、旧庁舎の解体を見たと思うのですけれども、あの

解体の、私は３回ぐらい見に行ったけれども、とにかくあの時代にすごいです、鉄筋が下へがっち

り入っていて。ああ、これはかなりつくる人、またはそれを検査する人、そういう人たちがしっか

、 。 、りやったのだなと そういうことで昔の人の心意気というのを感じました そういうことも含めて

、 、 、太陽光発電のことも これは本当に子供たちが こういうシステムでこういう方法であるのだなと

であれば自分もそういう研究してみたいなとか、人を育てることも、せっかくお金かけるのですか

ら、人をやっぱり育てましょうよ、みんなで。そういうことを念頭に置いて、いつでもこの辺のい

い、みんなで仕事をしてもらえれば、決して1,000万円、2,000万円多くかけても取り戻すことがで

きるのではないかなと、そういう夢を持って仕事をやってもらえればいいのかなと思います。

それと、久保林だとか大黒等のあいた住宅については、恐らく埴堀が40軒ぐらい全部入っている

。 。 、と思います そういうことは需要があるということなのです 需要をなくしてしまうということは

すごい今度は生活している人が住みよくなくなってしまうわけだよね、邑楽町は住みよいよという

のは、決してぴかぴかのところに住んでいるから住みよいのではなくて、みんな和気あいあいで、

小さい家だけれども、庭があって花が咲いていいよとか、そういうやっぱり優しい環境づくりとい

うのも大事かなと。だから、あいたからみんな取っ払って、土地を売り飛ばしてしまうというので

はなくて、買うのは大変です、今19号線だってそうでしょう、買えないからあんな騒ぎになってい

るわけです。そういうことを考えれば、本当にあした食う米がないのなら、これはしようがないけ

れども、まだまだ邑楽町は13億何千万円の基金もあるわけだから、そういう流れの中では、ひとつ
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町の住宅は大事に使ってもらえればいいかなと、そういうこと。それと、先ほど話した町のアパー

ト経営の人たちといかに共存共栄ができるかなと、これはやっぱり税金を我々もらわなければ生き

ていけないのです、何事も。医療の関係もそうだし、学校の関係もそうだし、それとみんな一生懸

命、我々が車を動かしている道路の補修でもやっぱりお金がかかるわけです。そういうことを考え

れば、本当にみんなで力を合わせて、夢を持って仕事をやりたいと思います。

いつも辛口の質問をしますけれども、ひとつきょうはこれで終わらせていただきます。どうもあ

りがとうございました。

〇立沢稔夫議長 暫時休憩をいたします。

〔午後 ２時５１分 休憩〕

〇立沢稔夫議長 休憩前に引き続き一般質問を行います。

〔午後 ３時０５分 再開〕

◇ 小 沢 泰 治 議 員

〇立沢稔夫議長 10番、小沢泰治議員。

〔10番 小沢泰治議員登壇〕

〇10番 小沢泰治議員 それでは、通告に従いまして質問させていただきます。議席番号10番の小沢

泰治です。どうぞよろしくお願いいたします。

通告の質問事項は、邑楽町の財政、また人口、そして子育て、その環境についてこれからどう改

善するか、これまでどうであったか、その辺につきまして行政当局をただし、またできれば提案、

提言もさせていただきたいと思います。

まず、先立ちまして過去があって現在があり、将来があるわけですが、これまで４年間議員をさ

せていただきました。５年目に入るわけですけれども、町当局のトップにしましては、３年半が経

過したわけです。そんな中で、これまでの事業の成果、事業実績、そういうことについて少しお話

お聞きしたいと思います。

まず、その前に東日本大震災におかれましてお亡くなりになられた方、また多くの広域で被害を

受けられて、非常に日本が今沈没するのではないか、そんなような状況下で、私たちが頑張らなく

て日本が再生できるか。また、このことは世界にも波及しまして原子力発電の廃止、そういうこと

も決議されているというか、国民が選んだ国もございます。そんな中で、この災難をぜひこれから

の日本をつくるために生かすべく、私たちも頑張らなければならないと思います。

３月、まずこれ見ていただけますか、これが群馬県のツルの首の地図です。その近辺が載ってい

ますけれども、道路網がこのようにあります。首都圏東京から70キロ圏の邑楽町ですけれども、そ

んな中で邑楽町が何をしなければならないか、そういうことを考えますと非常に私個人的には、邑
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楽町というものは洋々たるものがあると思います。それで、過日の地元の県会議員、久保田順一郎

県議、また舘野英一県議の議会報告、そしてまたそのときの講演をしてくださったのが、今自民党

、 、の政調会長であられます石破茂代議士 農相をやったり防衛大臣をやったりという方ですけれども

その方が、私テレビでふだんは見ているわけですけれども、初めて直接石破元大臣を見まして、あ

んな、テレビで見ますと映りが悪いのですが、非常に目の前で見ますと説得力のある、またユーモ

アもあってすばらしい代議士だなと思いました。また、講演を聞いた中で、私すぐ居眠りが出てし

まうのですけれども、最後まで居眠りを出させず耳を傾けさせた講演であり、代議士であったと思

います。その席に町長も最初から最後までいらしていたのか、その辺まずちょっとお聞きしたいと

思います。

〇立沢稔夫議長 金子町長。

〔金子正一町長登壇〕

〇金子正一町長 ６月８日の日だったと思いますが、残念ながら第１部の県政報告会ということをお

聞きして、退席をさせていただきました。

〇立沢稔夫議長 小沢泰治議員。

〇10番 小沢泰治議員 私が今話ししたように、居眠りをせずに最後まで聞き入ったわけですが、周

りを見ますと町長がいないので、これは残念だったなと思いました。きょう傍聴している方も聞い

た方もいらっしゃるかと思うのですが、非常に今の民主党政権、それに対峙するのが自民党なので

すけれども、ためになるといいますか、やはりトップはこういうものでなければならないのだとい

う話をじっくり聞いてきたわけです。その席に町長がいらっしゃらなかった、私もいらっしゃらな

いのではないかなと思って見ていたのですが、いらっしゃらなかったということで今お話聞きまし

て、あの話を聞いたら、４年前に町長が聞いておれば、これまでの邑楽町の町政にはならなかった

のではないかと思います。そんなことで、本当に興味深く聞いてまいりました。

そして、６月15日だからきょうの新聞ですけれども、これ見ますと群馬県の知事選挙が来月の３

日にございます。あした告示ということで、上毛新聞、あるいは日経にも出ていましたけれども、

やはり知事は何をすべきか、群馬県のトップですから、何をすべきか、その辺もろもろが書いてあ

りまして、またその８日のときの出席者、参加者に配られた講演会の内部資料ですか、そういうの

を見ますと大澤正明知事は、私は全力で頑張りました。４年間の実績だということで、こういうこ

とを配付されたわけです。これ見ますと、まだあの知事１期目でしたけれども、よくもこれほども

ろもろの事業を実行できたものだなと思いました。やはり首長は、自信を持って事に当たらなけれ

ばならないと思います。

さて、邑楽町においてみますと、これまで町長がかわりまして３年半たちますけれども、３月の

質問で、私これまでの実績、町長どうでしたかとお聞きしたわけですが、議会だよりにも載ってい

ますけれども、私は聞いたときに、公約をしたものについてどれほど仕事できましたかねという趣
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旨で聞いたわけですが、町長はそのときの答弁が、先ほども点数出ましたが、75点だとか85点だと

か出ましたけれども、事務事業については75％といいますか、75点だということで答弁してくださ

いました。私も聞き返せばよかったのですけれども、事務事業、事務的なものでなくて、公約に掲

げた事業についていかほど実行できたか、それをきょうはお聞きしたいと思います。いかがでしょ

うか。

〇立沢稔夫議長 小沢議員に申し上げます。

通告に基づいた発言をお願いします。

〔何事か呼ぶ者あり〕

〇立沢稔夫議長 ただいまのお言葉ですが、通告に関連がございましょうか。

小沢泰治議員。

〇10番 小沢泰治議員 小島さんのお話ではないですけれども、まくら言葉につきましては６月８日

の件、それについてはないですけれども、それ以降の財政というところで今お話ししているわけな

のです。財政、ですから事業です。それで、その次には今度は人口、ここにも書いてありますけれ

ども、邑楽町の財政、人口、子育ての環境改善についてということで、財政、事業について今お話

しさせていただいております。

〇立沢稔夫議長 関連のない発言は避けてください。

金子町長。

〔金子正一町長登壇〕

〇金子正一町長 私がこういう立場で就任をいたしましたのは平成19年12月19日、以来３年半を経過

しようとしておりますが、この間においての町民の皆さんへの業務ということについては、私も精

いっぱい努力をしてきたつもりでございます。

〇立沢稔夫議長 小沢泰治議員。

〇10番 小沢泰治議員 精いっぱい努力をするのはわかるのですけれども、公約を掲げたものについ

て、ただ単なる事務事業ではなくて事業執行、そういう面について。３年半ですから、完成までは

行かないこともあるかもしれませんけれども、それがどれほどであったかということをお聞きして

いるのです。

〇立沢稔夫議長 金子町長。

〔金子正一町長登壇〕

〇金子正一町長 各会計年度がございます。平成20年度、21年度、22年度とそれぞれ４月から翌年３

月までの事業年度があるわけでありますけれども、それらについてはつぶさに議会のほうにも報告

をいたしておりますので、ご理解をいただけるものと思いますが、特に大きな点を申し上げれば、

私は保健、福祉、教育の問題について、特に福祉では福祉医療の15歳までの、中学卒業までの医療

費の無料化、翌年の10月には県のほうで医療費の無料化についての補助金等をつけていただきまし
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たが、そういうことをかんがみれば、児童、子育て環境の充実に向けて幾分なりにもお手伝いがで

きたかなと、一例で申し上げます。

〇立沢稔夫議長 小沢泰治議員。

〇10番 小沢泰治議員 掲げた公約に対していかほどでしたか。

〇立沢稔夫議長 金子町長。

〔金子正一町長登壇〕

〇金子正一町長 公約については、すべて約束どおり実行できたとは思っておりません。今後も公約

実現に向けては鋭意努力をして、町民の皆さんへのサービス、そして町勢発展のために努力をして

いきたいと、こんなふうに思っております。

〇立沢稔夫議長 小沢泰治議員、通告に基づいたものでお願いしたいと思います。

小沢泰治議員。

〇10番 小沢泰治議員 事業執行についていかほどか、私が質問したものについて１度で答えていた

だければくどくどとならないわけですから、何割実行できたでしょうか。

〇立沢稔夫議長 暫時休憩いたします。

〔午後 ３時２３分 休憩〕

〇立沢稔夫議長 休憩前に引き続き一般質問を行います。

〔午後 ３時３５分 再開〕

〇立沢稔夫議長 小沢泰治議員。

〇10番 小沢泰治議員 先ほどは休憩いただいて、皆さん迷惑かけまして済みませんでした。

これにつきましては、邑楽町の財政、人口、子育て、環境の改善ということで、現状を見ながら

それを改善していく、住みよい邑楽町をつくるというのが私の考えでありまして、今がわからなく

、 、 。て改善何したらいいか その辺もわからないと思うので まず最初に質問させてもらったわけです

そんな中で、町長からの答えが得られなかったものですから、医療費の関係はちょっとお話出まし

たが、ですから私のほうからお話しさせていただきますと、まず皆無に近いということが私の結論

です。

そんな中で、先ほど実行できたという、今現在は群馬県から予算措置されていますけれども、医

療費につきましても現実に、それ自体はいいことですが、それに至るものが皆さんご存じの、あの

ビラのことです。そういうことでありまして、私から見ると皆無に近いと、極めてゼロに近い、事

業執行についてはゼロに近い。そんな中で、財政をどのように改善していったらいいかに入ってい

きたいと思いますけれども、こういう厳しい経済環境の中で、増収策としまして、まず入りがなけ

れば出をつくることはできませんから、増収策について町長どのようにお考えであるか、お聞かせ
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ください。

〇立沢稔夫議長 金子町長。

〔金子正一町長登壇〕

〇金子正一町長 議員には、大変厳しい評価をいただいております。そのようなことがないように、

今後も努力をしていきたいと思っております。

さて、お尋ねの町の増収をどのように考えているかということでありますが、おかげさまで町の

23年度の当初予算、これにつきましては75億5,000万円からの当初予算を計上させていただきまし

て その中で約46％が町税収入ということであります そして 自己財源を見ますと約６割近い56％、 。 、

の歳入ということで運営をさせていただいているところでもございまして、私はこれらの増収策が

いかようなものであるかということについては、先輩の皆さん方が大変ご苦労されて、工業団地の

造成や、そして現在ではその団地もおかげさまですべての、あと２ヘクタールほど残しての企業誘

致も立地をいただきました。そういうことを考えますと、協力をいただいた地権者の皆さんには大

変ありがたく思うわけでありますが、その増収策ということを考えますと、やはり現在の経済状態

でもあります。一日も早く経済状況がもとに戻るような、そして個人所得等が伸びるような、そう

いうことが求められるのではないか、そのことをこれから努力していくということに尽きるのでは

ないかと、こんなふうに思っております。

〇立沢稔夫議長 小沢泰治議員。

〇10番 小沢泰治議員 今町長お答えいただきましたけれども、過去の事業についてそれが実ってい

るだけのことなのです。横山元町長が大変な思いをして鞍掛第三工業団地実現させました。それも

始まる前には、横山元町長は私のところへ相談に来ました。小沢さん、どうかねということで相談

に来まして、町長とるる話ししまして、ああいった格好ででき上がったわけですけれども、そこに

工業進出するのも町長の仕事かもしれませんけれども、ほとんどが県からのお話等々で、横山元町

長がつくってくださったから今があるので、私、金子町長の手柄だとは思っていません。それが工

業団地の実情です。

それで、あと２ヘクタールで終わるということですけれども、税収がなかなかふえない、そんな

中でどのようにしたら税収をふやせるか。先ほどもお話ししましたが、首都圏で都心から70キロ、

高速道路網はある、バイパスはちゃんとでき上がる、そんな中で先手を打たなかったら、ほかの他

市町、村はないですけれども、他市町に追い越されていってしまう。例えば館林市が東洋水産が進

出しまして、雇用も出ていますし、また固定資産税も、あるいは住民税も、そういうことで潤う方

向に向いております。佐野方面に向かえば、またカルピスの横で団地、そういうこともあります。

立地がすばらしい場所にあるわけですから、ぜひその辺考えていただいて、邑楽町が他市町に比べ

てすばらしい町になるように努力するのが首長かと思います。

昨晩ですが、隣町の金融関係の会合で、私大泉町の町長とお会いしました。いろいろ話ししまし
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た、ざっくばらんに。そんな中で、やはり町はトップセールスが大事だなということを痛切に感じ

てまいったわけです。そんな中で、邑楽町のこれからについて増収策、税収をふやす、補助金交付

金でなく、その辺を町長どのように今後進めるか、考えているか、お聞きしたいと思います。

〇立沢稔夫議長 金子町長。

〔金子正一町長登壇〕

〇金子正一町長 私は、決して手柄にしているつもりもありませんし、行政の継続性というのは大変

大切なことだと思っています。したがって、先ほど先輩の皆さん方が大変なご苦労をされて現在の

邑楽町があるわけでありますので、それを少なくとも次世代の方に安心して住めるような町をつく

るというのが、現在私に与えられた使命かなと、こんなふうに思っております。

さて、お尋ねの増収策ということですが、先ほどお答えいたしました。町には、それぞれの計画

がございます。１つには、土地利用計画があります。先ほどの障害者の福祉計画、高齢者の保健福

祉計画等々あるわけです。その計画に基づいて事業を進めていくということを考えた場合に、邑楽

町、農業、工業、商業を一体とした町づくりをということがかねがね言われております。そのこと

の土地利用を考えた場合に、私は慎重に、具体的に申し上げれば工業団地等を造成すれば一番手短

なお話かもしれませんが、そういった計画を十分慎重に考えていく、町民の皆さんへも訴えていく

ということがなければそのようなことになりませんので、十分町で計画されている、その計画に基

づいて、先ほども総合10カ年計画というお話がありましたが、それらに基づいて進めていくという

ことでご理解をいただきたいと思います。

〇立沢稔夫議長 小沢泰治議員。

〇10番 小沢泰治議員 町長、そんな抽象的なことでは町は伸びないのです。公約にもあったでしょ

う、トップセールスをするのだ、開拓しなければ。それがないではないですか、どういう開拓をし

てきましたか。

〇立沢稔夫議長 金子町長。

〔金子正一町長登壇〕

〇金子正一町長 町の収入というものは、議員もご承知のとおり税収が主なもの、46％ということに

なっています。その中に、交付金等があるわけでありますけれども、依存財源といいますと、いわ

ゆる起債ということの理解をされる方がおられるようでありますが、私はそのように思っておりま

せん。町で事業執行を行う場合に、その国、県からの補助金をいかに求めてくるかということが大

切なことであります。一例を申し上げます。23年度の事業、学校教育の環境、施設を整備するとい

うことで、エアコンの設置を予定しております。これも大変な町民の皆さんの貴重な税金を使わせ

ていただくわけでありますが、この総事業費の約8,000万円、私も国のほうへ行き、その対応で当

たってきた経緯はあります。おかげさまで、その補助金等もつけていただいた。したがって、その

事業が取り組めるわけでありますので、トップセールスということのお話がありましたが、私も常
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々そのような状況については伺い、県のほうにも出向き、状況をつくってきている、そのように思

っております。

〇立沢稔夫議長 小沢泰治議員。

〇10番 小沢泰治議員 エアコンがつくのも非常にいいことです。また、エアコンを稼働すればラン

ニングコストもかかります。そして、現実にこのエアコン設置というものは、他市町は例えば館林

市見ても、もうやっているのです。後追いですよね、たまたま猛暑でするから国も前向きですし、

そういうことではだめだということを私はお話ししたいわけです。そういう中で、非常に財源は乏

しい、学校でエアコンを設置するならば、文科省がでは補助金だか、大変だから出してあげるよ、

それは十分わかります。

続いて、過去にも提案もされましたけれども、課、係の統廃合です。これを今後、あと６カ月あ

りますけれども、どのように進めるか。

〇立沢稔夫議長 金子町長。

〔金子正一町長登壇〕

〇金子正一町長 行政改革のお話かと思いますが、私は以前定例会に機構改革の提案をさせていただ

きました。残念ながら否決という形であります。そのことは、15課を13課ということ、係の統廃合

、 、 。 、も含めてでありますが そういったことを考えたわけでありますが そのような状況です しかし

任期中にということの話で限定をいたしますと、その機構改革については十分慎重に対応するとい

うことを考えれば、任期中についてはちょっと無理かなと、そんなふうにお答えをいたしておきま

す。

〇立沢稔夫議長 小沢泰治議員。

〇10番 小沢泰治議員 課、係の統廃合、統合、それしますと非常に人員削減が私は可能かと思いま

す。そういうことで、ぜひ進めていただいて、町民サービスが今まで以上に行き届くように、少人

数の係ですと１人休めが用が足りないですよ、またあしたなら出てきているから来てください、そ

ういうことになってしますので、ぜひ７人くらいの係、一つの係というか、３部門なら３部門持っ

てもいいのですけれども、一つの係をそういうふうにして、町民に不都合がないように、ぜひ改善

していただきたいと思います。

あとは、課、係が多ければ、国はここに名札がありますけれども、そのように省庁があります。

そんな中で、ぜひ町の段階においてはそれを統合して、人員の削減、またサービスの向上に努めて

いただければと思います。そうすることによって、課長手当あるいは係長手当、邑楽町の町長以下

のを見ますと、課長、課長補佐、係長、そういう役回りの方が非常に役場職員の中で私は多いと思

います。民間出身の方も議員でいっぱいいらっしゃいますけれども、その辺の取り組みについてお

聞きしたいと思います。

〇立沢稔夫議長 金子町長。
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〔金子正一町長登壇〕

〇金子正一町長 国では、行財政改革のプランニングができております。町においても行政改革プラ

ンに基づいて、その人員の定員管理を行っております。現在198名の職員でことに当たっているわ

けでありますけれども、その定員については202名ということになっておりますが、このこと一つ

とっても、一人一人の職員が自分の持てる力を発揮して行政事務に当たっていると、そのように私

は職員頑張っていただいているというふうに思っております。そのことが、結果として町民の皆さ

んにサービスの提供が効率的に果たしていけると、私は職員の皆さんが日々努力をしていただいて

いることに感謝をし、私自身も先頭に立って頑張っているつもりであります。

〇立沢稔夫議長 小沢泰治議員。

〇10番 小沢泰治議員 現実に、少人数の係ですと不都合が生じているというのが現実です。そうい

うことがありますので、ぜひその辺前向きに考えていただいて、これからをお願いしたいと思いま

す。

続きまして、職員の給与の削減なのですが、ラスパイレス指数、国家公務員に対して地方公務員

、 、 、 、はどうかということであるわけですが 同規模の自治体 団体と比較しまして 類似の役場ですが

現在指数が平均と比べまして3.1ポイント邑楽町は高いわけなのです。そういうことを見ますと、

やはり引き下げる余地があるのではないか、そのように思います。全国平均から見ましても2.7ポ

イント高い。私は、町長みずからが先頭に立って、すばらしい本当の意味の自主財源、税収のふえ

る策をとれば、固定資産税あるいは住民税、いただければ、また高くてもいいと思うのです。それ

がなされないで、これまで２代、３代前の町長が実行してくれた計画を、今ただ39年間役場に勤め

、 、 。ていた その気持ちでやっていただくのでは 首長としてふさわしくないのではないかと思います

そんな中で、この3.1ポイントあるいは2.7ポイントの比較して多いこれの改善、組合で執行委員長

をやった町長ですから、いろいろ立場上難しいこともあるかもしれませんけれども、ぜひ大きい気

、 。 、 、持ちで 民間企業は非常に厳しい中で頑張っております そんな中で この平均と比べましても3.1

、 、 、2.7高いわけですから これをどのように改善していくか あるいはこれができないものであれば

どのように税収をふやすか、それをお聞きしたいと思います。

〇立沢稔夫議長 金子町長。

〔金子正一町長登壇〕

〇金子正一町長 ラスパイレス指数のお話がありましたが、議員もご承知かと思いますが、この指数

については国家公務員の一般行政職をもととした数字、すなわち100を基準にして出されたもので

あります。邑楽町の職員の給与指数が高いのではないかというようなお尋ねですが、議員がどこを

基準にしてそのような形でその数字が出たか定かではありません。3.1％、2.7％多いというような

ご指摘でありますが、私は他の類似団体、全国41団体あるかなというふうに思いますが、そういう

ことの地域を比較した経過はありませんが、私は決して、このラスパイレス指数というのは21年
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98.4％、同時にこの指数を精算するのには年齢要件がかかってくることはご承知かと思います。そ

のことを考えましたときに、邑楽町の職員給与体系が高いというようなふうに受けとめたわけであ

りますが、私は決してそのような状況にはないだろうと思っています。まして国家公務員の給与が

削減をされるというような動きがあるようでありますけれども、これらがどう動くかわかりません

けれども、私は邑楽町の指数が高い、そのようには思っておりません。具体的に申し上げますと、

22年の４月１日現在の県内平均98.8％であります。邑楽町97.8％、ワンポイントだけ低いというこ

、 、 。とを この経過の数値を見ても私はそのように理解ができるかなと こんなふうに思っております

〇立沢稔夫議長 小沢泰治議員。

〇10番 小沢泰治議員 私がお話ししているのは、類似の団体の平均と、同じようなのと比べて……

〔何事か呼ぶ者あり〕

〇10番 小沢泰治議員 いや、ここに資料があるのです。比べて、先ほど98.8とかというお話ししま

したけれども、現在は97.8％ですよね、22年の４月１日ですか、なっているので、類似のと比べて

高いから、高いと言っているのです。そういうことで、ぜひこの辺も努力していただきたいと思い

ます。係の統合をすれば、職員の皆さんみんな頑張っているわけですから、楽して町民サービスが

向上するというふうに私は思っております。そういうことで、ぜひ労働組合の執行委員長ではなく

て、町長として頑張ってみてください、民間企業を見ながら。ぜひお願いします。

その次に、先ほど出ました役場の給料の引き下げの件ですが、そういうことがあるから、ぜひ類

似団体、あるいは全国平均、その辺を考えてみていただければと思います。

それから、先ほど税収のお話ししましたけれども、先ほど354の話出ましたが、ぜひそういう中

で、この後人口の減少の話が出ますけれども、そういう中ですばらしい道路が大澤県政のもと、東

毛に光を当ててくれて完成しようとしております。そんな中で、私農業団体でも商工団体でも行政

でもいいのですが、各交差点に、354の交差点、12くらいあるかと思うのですが、上り下りに電光

の看板を立てていただければと思います。邑楽町全体のため、あるいは商工業者、農業のため、あ

るいは農産品、先ほども出ましたが、白菜だとか米だとかということで出ましたけれども、そうい

うのを１分か２分の時間帯でいいのです。それで、できるだけ24時間、一日あるわけですから、そ

の24時間を有効に活用して、各交差点の手前に行きますと、あるいはそこに差しかかりますと、も

うぱらぱら、ぱらぱらそれが見えて、人間でも動物でも昆虫でもそうなのですが、動いているもの

に引かれるわけなのです。そういうことで、ぜひそれを実現する予算措置を役場でとっていただき

たいと思います、行政で。なぜかといいますと、１日が1,440分あります。１分ずつ使ったとしま

すと、いいのです、例えば邑むすびでも、あるいは邑楽のほかにもろもろ、うどんでもセンベイで

も何でもありますけれども、それを１分ずつやると1,440分ありますから1,440できるのですが、そ

、 、 、の数少ない業者を載せるのだと不公平感がありますから やはり公平公正 クリーンということで

そういう中で募りまして、その中で1,440分あるのを２分の１でも４分の１でも切って、そこに１
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分ずつ入れて、そこを通りかかった人はちょっと見かける、また通りかかった人がちょっと見かけ

る、そういうことにして邑楽町のイメージアップ、産品の宣伝といいますか、コマーシャルをして

いただければと思います。行政もだし、各団体もですし、あるいは個人事業、そういうのももろも

ろ包含しながら、ぜひ実行していただければと思うのですが、１件当たりの費用にしますと１カ月

1,000円もかからないと思います。ビラを邑楽町じゅう入れれば８万円も９万円もかかりますし、

そういうのから比較しまして各事業者、団体の負担は非常に少なくて済みますから、それを実行し

ていただきたいと思うのですが、なぜかと申しますと354は交通が非常に激しくなる、全通すれば

なるという前提がありますから、全通する前に、もう計画を立てていただいて、実行していただけ

ればと思います。

私の家の宣伝になってしまいますけれども、私の家は電光看板立てています。あんなの単純に見

ると引き合いません。だけれども、あれがあることによってイメージというか、宣伝にはなるので

す。ただ、画面の工夫がいまいち私の家足りないので、変更しなくてはならないと思っていますけ

、 、 、れども その辺について金は それを実行する計画を立てれば各事業者なり団体が負担しますから

。 、 、お金はかかりません かからないって 各事業者それを1,000円とか800円とか持つのですけれども

１カ月。非常に安く済むので、ぜひお願いしたいと思うのですが、その辺どのように取り組んでい

ただけるか、お話お聞きしたいと思います。

〇立沢稔夫議長 金子町長。

〔金子正一町長登壇〕

〇金子正一町長 電光掲示板の予算化ということですが、産業を振興する面の立場ということかと思

います。議員、商工会の理事という立場で、商工会のほうでもこういった議論がされた上でのこと

かなというふうに思いますが、その電光掲示板の設置をした、それができるかどうかは別といたし

ましても、受け入れる企業、商店等の、いわゆる商工会に参加する皆さん方の理解ということも大

。 、 、 、変大事なことではないかというふうに思います 電光掲示板つけました 邑楽町 そばが有名です

うどんもありますというような形で仮につけたときに、そのことを受け入れる商店の皆さんへの、

やはり協議といいますか、理解も私は大切な一つではないかと思います。そういう点では、議員、

商工会の理事という立場でもありますので、商工会の中で十分議論を進めていただいて、いろいろ

研究をさせていただければと、このように思っております。

〇立沢稔夫議長 小沢泰治議員。

〇10番 小沢泰治議員 商工会というお話出ましたが、商工会に入っている企業ですか、事業者は

600弱です。商工会、その事業とかそういうものではないのです。ですから、行政が引っ張ってい

って、トップセールス、自分が引っ張っていく、それが必要なのです。今まで39年いたから、役場

。 、 、 、の職員のつもりではだめなのです ゆうべも さっき話しましたけれども 斉藤町長すごいですよ

高齢というと語弊がありますけれども、ファイトがあります。それで、８日の話に戻りますけれど
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も、あの日もぜひ町長、最後まで石破茂さんの話聞いていただきたかった、私残念だなと同僚の議

員にもお話ししましたけれども、そういうことで、ぜひ町長みずからが先に立って、よく今私がお

話しした電光のこと、コストだとかどんなものか、それ計算してみてください、たかが知れていま

すから。個人で立てたら１万5,000円なり２万円かかるのです、１カ月。だけれども、多くの企業

が24時間それ照らし続ける、動き続ける、その効果を考えて、ぜひできれば行政としても負担協力

をいただいて、実行していただければと思います。

そして、もろもろあって大変ですけれども、人口減少ということがありますから、合併のことも

これからの邑楽町のあらゆる面の環境改善ということを考えたら、あるいは将来を考えたら、合併

ということも念頭に置かなければならないと思います。合併についてお聞きしたいと思います。

〇立沢稔夫議長 小沢議員、合併がきょうの通告と絡んでいくわけですか。

〇10番 小沢泰治議員 ですから、財政、人口、子育て、それの環境の改善ということですから、も

ちろん合併も入るわけです。

〇立沢稔夫議長 金子町長。

〔金子正一町長登壇〕

〇金子正一町長 隣町の町長がすごいということの好評がありました。私もそのように努力をしてま

いりたいと思います。

さて、６月８日の講演会の中のお話がありましたが、私は町内の公務があったものですから、退

席をさせていただきました。先ほど言葉足りずで申しわけありませんでしたが、その講演会の重要

性と町内の重要性ということを私なりに判断をして退席をさせていただいたということでございま

すので、ぜひご理解をいただきたいと思います。

町財政の問題と合併の問題ということでどのような考えかということでありますが、合併のこと

について通告に入っていれば具体的にお答えもできるわけでありますが、大変恐縮ですが、勉強し

ておりませんので、お答えは差し控えさせていただきたいと思います。

〇立沢稔夫議長 小沢泰治議員。

静粛にお願いいたします。

〇10番 小沢泰治議員 町行政というのは、非常に広範囲なのです、百貨店ですから。すべてですか

ら。そういう意味では、当然私は入るものと考えております。そういうことですから、合併につい

ては方向性とすれば、する必要があるというふうに考えております。

続いて、人口の問題に入らせていただきます。合併との兼ね合いも十分ありますけれども、邑楽

町のゼロ歳から100歳までのこういうグラフがあるのですけれども、こんな中でこれを見れば一目

瞭然、これから町は大変だなというのわかります。私たち、この線が引いているところが私の年な

のですが、それからちょっと若い方がいっぱいいらっしゃいます。町長の年代からふえているので

すけれども、それをこの少ない人数でしょっていく、そういうことがありますので、先ほど言った
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財源の問題、あるいは合併の問題が出てくるわけです。それは、なってからそれを考えたのでは遅

いのです。企業誘致にしても、ほかよりも先にやらなければだめなのです。例えば千代田町にジョ

イフル本田が来た、弊害もあります。だけれども、これだけ立地がいいところなのですから、ぜひ

地権者皆さんと話をして、一部の人でなくて。それで、邑楽町のこれから何すべきか考えていただ

きたいと思います。こういう中で、ゼロ歳から100歳まで載っているグラフ、そしてこの後ろには

邑楽町の人口等についてということで世帯数、男女、あるいは総人口ということで載っております

けれども もう平成17年から減り続けております そういう中で17年がピークなのです ２万7,921人、 。 。

がピークで、邑楽町は２万8,000人にならずに人口減少に入っております。そんな中で、先ほどの

このグラフを見ればもう一目瞭然ですから、人口問題についてどのように考えているか。出生と死

亡を見ても、平成13年から逆転しかけております。16年からは逆転、ずっともう逆転です。これが

。 、 、 、 、自然増減です それで 自然と社会があるわけですけれども 転入 転出があるわけですけれども

転入、転出につきましてはバブルがはじけて平成８年から逆転したり、あるいは転出が多かった、

転入が多かったりしているわけですけれども、平成17年からは転出のほうが多いと、そういう中で

どのように町長考えておるか、先ほど合併のことは云々話ありましたけれども、そういう先々のこ

とまで考えてやるのが首長の仕事だと思いますけれども、いかがでしょうか。

〇立沢稔夫議長 金子町長。

〔金子正一町長登壇〕

〇金子正一町長 人口問題をどのように考え、どのようにとらえているかということのお尋ねであり

ますけれども、人口の減少については、単に邑楽町のみならず、県、国においてもそのような少子

化現象が進んでいるわけでもありますけれども、その減少をどのように対処するかということにつ

いては、非常にいろいろな課題等があるだろうというふうに思っています。１つには、子育てをす

るための経済的な負担、それから仕事との、子育てをする上での子育てとの両立の難しさ、そして

そのことが精神的に、肉体的にも大変苦痛があるというようなことも、その要因になっているのか

なというふうに思うわけですが、しかし、一人の女性が一生涯に産み育てるという、いわゆる合計

特殊出生率等を見た場合でも、大変この率が下がっております。15歳から49歳までの女性がという

ことの推定人数を示したわけでありますが 現状の人口を維持するということでは 2.07から2.08以、 、

上の出生率がないと維持できないというような統計数値も出ているわけですが、町のほうではそれ

に比較して1.21ということで、大変低いわけであります。これは平成21年の統計でありますけれど

。 、 、 、 、も そういうことを見たときに 果たしてこの歯どめといいますか それを求める いわゆる対策

大変難しいわけでもあります。しかし、１つには子育て環境を整備するということも環境が改善さ

れるものでもあるでしょうし、職場の雇用といいますか、職場の……多く図るということも、ある

意味では逆な面もありますけれども、人口の転入ということを考えれば、それらも効果があるのか

なと。いずれにいたしましても、少子化対策を進めていくだけでは、この人口の増加ということに
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は結びつかない部分もあるのかなということを感じております。明快なお答えができなく恐縮であ

りますが、そのようなことでこれからのご指導をいただければと思います。

〇立沢稔夫議長 小沢泰治議員。

。 、 、〇10番 小沢泰治議員 非常に消極的なのです 国が趨勢で減っているのだから それでいいのだと

そうではないのです。先ほども言っていますけれども、首都圏70キロ圏、東京まで。まして広幹道

があるのです。その利活用、あるいはこの豊かな自然環境をＰＲして、邑楽町はすばらしいのだと

いうことで売っていただければいいと思うのです。例えばシンボルタワーもできています。あれも

私反対しましたけれども、あれは金食い虫だからよしたほうがいいということで。だけれども、で

きてしまったものですから、あれ活用しなければなりません。それで、先ほど電光看板の話もした

けれども、そういうものの相乗効果を図るように行政がぜひ先頭切ってやっていただければと思い

ます。

人口減少は、これは日本の経済環境、あるいは社会環境から、ただ単に考えていれば減るのです

けれども、このグラフを見てもわかりますが、減るのですが、これを何とかするのが行政だと思い

ます。あるいは商工会だと思います。商工会は、商工会員みんながよくなる、あるいは商工会に入

っていない方までが恩恵を受ける、そういう団体でなければならないと私も思っております。です

から、理事会等ありましたらまたお話もさせていただきますけれども、もう一度今の地理的条件の

よさ、そういうのを念頭に置いて、町長のお話、短くて結構ですからお願いします。

〇立沢稔夫議長 金子町長。

〔金子正一町長登壇〕

〇金子正一町長 今議員のほうからいろいろな提案があったわけでありますが、行政のほうとしても

地の利を生かせというようなこともあります。十分研究、検討した中で進めて、そのような人口減

の歯どめがかかるような行政運営をしていきたいと、議員の今後のご指導もよろしくお願いを申し

上げたいと思います。

〇立沢稔夫議長 小沢泰治議員。

〇10番 小沢泰治議員 よくなる会社もよくなる組織も、やはりトップ次第だということをよく聞き

ますけれども、近隣の市町でも非常に前向きに事業を実行しているところもありますから、ぜひ町

長、あと６カ月ですけれども、力を発揮していただいて、邑楽町をよくしていただければと思いま

す。やはりこれからは、私個人的には民間出身の首長がいいのかなと思うのですけれども、その辺

もおいおい出てくると思いますが、ぜひ人口をふやす、そのための施策何やったらいいか、考えて

いただければと思います。実行をお願いします。

次に入らせていただきます。子育てについて。財政の環境、人口の環境、子育ての環境の改善と

いうことで質問事項ありますけれども、子育てについて先ほど子育てと医療だ介護だ福祉だという

こと、重点置きますというお話ししました。
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〔 聞こえないよ」と呼ぶ者あり〕「

〇10番 小沢泰治議員 済みません、議長、注意してください。

〇立沢稔夫議長 傍聴人の方は静粛にお願いします。

〔何事か呼ぶ者あり〕

〇立沢稔夫議長 傍聴の方は静粛にお願いします。

〇10番 小沢泰治議員 非常に前政権といいますか、前の町長が非常に将来ある子供たちのために、

あるいは高齢者が安心、安全で、子供たちについてはすくすく育つように、心身ともに育つように

ということで力を注いだと思います。そんな中で少し取り残されてしまっているのが、順次やる予

定だったのでしょうけれども、中央児童館が非常に老朽化しているわけです。行って見てもらえば

わかりますけれども、商工会の近くですから、あそこ私よく通るのですが、そんな中で、４児童館

あるわけですが、非常に利用者が毎日毎日多いのです。午前中はどちらかというと少ないのですけ

れども、多い。そんな中で児童館の、先ほどもいろいろ、過日も話出ましたが、耐震診断、幼い子

が地震の被害に遭わないように、そういうことを考えたときに、児童館の耐震診断をまず優先すべ

きと思いますけれども、あるいは耐震補強、あるいは改築、移転改築でも結構ですけれども、そう

いうことについて今現在町長どう思っているか、どう実行しようとしているか、お聞きしたいと思

います。

〇立沢稔夫議長 金子町長。

〔金子正一町長登壇〕

〇金子正一町長 ４児童館ある中での中央児童館、確かに建築から年数がたっていまして、老朽化と

いいますか、近づいているかなと思います。児童館の耐震診断を行う考えがあるかないかというこ

とですが、耐震診断ということの前に、その児童館の建築年の問題もあります。したがって、診断

をする前に担当課長をして専門業者、建築業者や設計業者等の検討をさせたいと思います。その後

に、その必要性ということがわかると思いますので、耐震診断ということで順次進めていくという

ことを考えていきたいと思います。

〇立沢稔夫議長 小沢泰治議員。

〇10番 小沢泰治議員 ぜひ中央児童館については、まだ老朽化している設備、施設が一つ残ってい

るわけですから、早急にそれを実行していただければと思います。予定とすると、いつごろまでに

だかを聞きたいのですが。

〇立沢稔夫議長 金子町長。

〔金子正一町長登壇〕

〇金子正一町長 そこで児童生徒が遊んでいる、利用している、その危険性があるということを考え

れば、予算がまだ積算はしておりませんし、既決もありませんので、その予算計上をして既決をい

ただいた後に、早い時期に検討をさせたいと思います。
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〇立沢稔夫議長 小沢泰治議員。

〇10番 小沢泰治議員 いいお答えをいただきましたので、私も質問してよかったなと思っているの

ですけれども、全体についてちょっとお話しさせていただきますけれども、先ほどの財政だ、人口

だ、子育てだということありますけれども、質問にも出ていましたけれども、町民に情報を流すの

がベスト、ベターではないのではないかということの話も出ました。

そんな中で、ぜひ私実行していただきたいのが、過日の選挙では選挙公報を実行していただいて

本当にありがとうございました。職員の皆さんには大変な手間かけたわけですけれども、またこれ

は手間がかかるかかからないか、それはわからないですが、でも行財政改革の一環になるかと思う

のですが、邑楽町には例えば町役場がある、社会福祉協議会がある、議会がある、何だかんだいっ

ぱいあります、公的なもの。そういう中で、農業委員会もありますし、土地開発公社だいろいろあ

ります。各種団体が、例えば議会だよりだとか広報おうら、そういうものを別々に出していると思

うのですが、それを全部一緒にまとめて一冊にして、それを配布する格好にしていただければと思

うのです。そうしますと、例えば農業委員会の農業委員会だより、選挙がありますから農業委員会

がしますけれども、農業委員会だよりを独自に出しているそれを、広報おうらの中に１ページとか

２ページ入れるのです。そうすると、表紙の部分等が要らなくなりまして、トータル的には議会だ

よりもそのようにもろもろしますと、相当の経費の節減になると思うのです。また、町民の皆さん

が先ほど情報公開どうだ、それを見ているのか、わかっているのかという話出ましたけれども、私

が広報おうらを見ますと、私は町民に知ってもらう情報の中で要らないものが相当載っているので

はないかと思うのです。それを整理していただいて、各種団体ともお話しして、それで一つにまと

めて、できれば月に２回くらい発行していただければ、一つにしてしまいまして、そういうふうに

していただくと、町と町民がすごく近づくと思います。各種団体と町民がすごく近づくと思うので

す。そういうことで、その実行について町長のお考えをお聞きしたいと思います。

〇立沢稔夫議長 金子町長。

〔金子正一町長登壇〕

〇金子正一町長 まず、実行については現時点では無理ではないかというふうに思っております。そ

の理由でありますけれども、それぞれの発行する、例えば議会だよりが広報おうらと別に発行され

ておりますが、その中に議会は議会としての内容、農業委員会は農業委員会としての事業内容を細

かく町民の皆さんにお知らせをするということを考えれば、私はそれで十分効果があるのではない

かと、こんなふうに思っております。

、 、また 広報おうらの発行の中で要らないものが相当載っているというような議員のご指摘ですが

私はそのようには感じておりません。町民の皆さんから、広報おうらを発行すること、大変愛読を

していただいて、その声は大変あります。細かいところまでお知らせしていただいてありがたいと

いうようなお話も聞きます。担当する広報担当も、それぞれの立場でその聴取、いわゆるデータ、
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ニュースを聴取して、町民の皆さんにできるだけ細かい点までお知らせをするということで臨んで

おりますので、私は十分この広報おうらについては、要らないものというのは載っていないと、こ

のように思っております。もしそのようなことがありましたら、ぜひ議員のほうからご指摘をいた

だいて、いろいろご指導いただければと思います。

そういうことでありますので、一つにまとめて月２回発行ということについては、現時点ではち

ょっと無理があるのかなということでお答えをさせていただきます。

〇立沢稔夫議長 小沢泰治議員。

〇10番 小沢泰治議員 私は、議員にならせていただいた４年前から、ぜひ議会だよりにしても広報

おうらにしても、もろもろについて目を通していただければというふうに非常に強く感じておりま

した。

現実に、選挙で講演会、そういうことでお伺いしてみて、やはり見ていないという町民、あるい

は家庭が非常に多いわけなのです。それが一つにまとめて、邑楽町のもろもろ情報がこれに入って

いるのですよという、先ほどの宣伝ではないですけれども、情報公開ではないですけれども、そう

いうのを徹底したら、きっと見てくださる方がふえると思います。私は、もう常々思っていました

けれども、その関係があって、この質問をするのに私調べてみました。それで、広報をこの近辺で

一番多く発行しているのが太田市なのです。太田市は、月３回発行しているのです。それで、どん

なことやっているのだということで、市長あるいは広報の方に聞いたら、これ上から読んで見ます

とページ数も載っているのですが、社協だより１ページ、議会だより８ページ、社協だより１ペー

、 、 、 、 、ジ これは４月から３月まであるのですけれども 水道だより 土地開発公社１ページ ２ページ

農業委員会２ページ、社会を明るくする会ですか、２ページ、議会、水道、社協、土地開発公社、

シルバー人材関係、国際交流、もろもろが１部で載っているのです。今現在毎月配られているのを

見ますと挟み込んであって、それで読まない家と読んだ家、もろもろがすべて載っているのですよ

ということをＰＲすれば、きっと効果があると思いますので、ぜひお願いしたいと思います。そう

することによって、町を知り、町全体を知り、行政と町民が一体になる、そういうことがあります

ので、ぜひよろしくお願いしたいと思います。

子育て環境が最後だったのですけれども、そういうことで、子育て、幼稚園も保育園も小中学校

あるわけですが、ぜひ働きやすい邑楽町にするために、運用時間といいますか、開館時間、あるい

は開館日数等につきましてもぜひ検討いただいて、例えば風の子保育園等については、時間が町の

よりちょっと長いのです。そういうことでもろもろ研究していただいて、使い勝手がいいように、

、 、また先ほども子育て……合計特殊出生率ですか それについても1.21だとか話ありましたけれども

その改善のためにもぜひお願いしたいと思うのですが、町長いかがでしょうか。

〇立沢稔夫議長 金子町長。

〔金子正一町長登壇〕
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〇金子正一町長 保育園、町内に公立が３園、私立が１園ございます。その保育時間について、私立

は早く預かり退園も遅いと、このことを時間で申し上げますと、確かに風の子保育園、午前７時か

ら19時までということになっております 公立保育園３園については午前７時半から18時30分 30分。 、

朝早く、退園が30分長いということを時間で比較すれば、議員がご指摘のとおりかと思います。担

当する福祉課のほうも、保育園の保育時間、児童館の預かり時間、幼稚園の預かり保育時間という

ことも町民の皆さんのご意見をお伺いして、順次この時間を定めてきた経緯はあります。

したがって、私は現時点では就業するための子育て環境ということは、十分ではないかもしれま

せんが、ほぼ理解をいただけるものではないかと、このように思っております。

〇立沢稔夫議長 小沢泰治議員。残り７分です。

〇10番 小沢泰治議員 １時間半時間いただきまして、邑楽町の財政、事業、それと人口の状態、今

後、そして子育て、また邑楽町をＰＲ、邑楽町の産品をＰＲするのにはどうしたらいいか、そうい

うことで質問、お話しさせていただきました。行政をただし、町に提案、提言をし、それが議員の

責務だと思います。

16人の議員から14人に減りました。私、12人でよろしいのではないのかなと個人的には思ってい

るのですけれども、ぜひ議員定数を減らす、あるいは邑楽町発展のために施策を打つ、もろもろあ

りますけれども、やはりこの354号線が開通するわけで、鉄道は走っています。国道も２本通って

おります。そんな中で、これを有効に使ってすばらしい邑楽町をつくり上げていただければと思い

ます。そして、やはりこれからの邑楽町、発展する邑楽町をつくるために、民間出身の首長どなた

かなっていただいて、すばらしい環境があるわけですから、それを十二分に活用して職員の皆さん

のやる気、それと施策、あるいはトップセールスが相まって、すばらしい邑楽町になるようにして

いただければと思います。

あと４分ありますけれども、１時間半にわたって話しさせていただいて、ありがとうございまし

た。

◎散会の宣告

〇立沢稔夫議長 以上で本日の日程は終了しました。

お諮りします。あす16日は議案調査等のため本会議を休会としたいと思います。ご異議ありませ

んか。

〔 異議なし」と呼ぶ者あり〕「

〇立沢稔夫議長 異議なしと認めます。

よって、あす16日は議案調査等のため本会議を休会とすることに決定いたしました。

来る17日は、午前10時から会議を開きます。

本日は、これにて散会します。



- 128 -

大変お疲れさまでした。

〔午後 ４時４４分 散会〕


